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l 本書は，平成18(2006)年度に実施した中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う向江田

中山遺跡（三次市向江田町中山所在）の発掘調査報告である。

2発掘調査及び整理作業・報告書作成は，国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所との

委託契約により財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室が実施した。

3発掘調査は，岩本正二・渡邊昭人が担当した。

4 出土遺物の整理・復元・実測・図面の整理・写真撮影は，岩本芳幸，賃金職員の馬渡加代子・

氏房晃子・有原ひろみが中心となって行った。

5本書は，岩本（芳）が執筆・編集した。

6本書で使用した遺構の表示記号は，次のとおりである。

SA:柱穴列, SB:竪穴住居跡・掘立柱建物跡, SD:溝状遺構, SK:土坑, SX:性

格不明の遺構

7土器の断面については，須恵器は黒ヌリ， そのほかは白ヌキとした。

8図版の遺物番号と挿図の遺物番号は， 同一である。

9本書に使用した北方位は，すべて平面直角座標第Ⅲ座標系北である。

10第2図は，国土交通省国土地理院発行の1 :25,000の地形図（三良坂）を使用した。
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I はじめに

向江田中山遺跡の発掘調査は， 中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴うものである。中国

横断自動車道尾道松江線は， 中国地方を南北に貫き，瀬戸内海側の広島県尾道市から広島県世羅

町．三次市．庄原市を経て日本海側の島根県松江市に至る総延長約137kmの高速自動車国道であ

る。このうち広島県内の路線は約86kmである。本事業は， 山陽自動車道．中国自動車道．山陰自

動車道を接続するだけではなく，西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道） と一体になって， 中四

国地域連携軸構想の推進経済圏･商業圏の拡大， 山陽.山陰間の交流促進広域観光ネットワー

クの創造を図ろうとするものである。

本事業を推進する日本道路公団中国支社（以下「道路公団」という｡）は，平成12 (2000)年

3月， 当該事業地内の文化財等の有無及び取扱いについて，広島県教育委員会（以下「県教委」

という｡） と協議した。県教委はこれを受けて現地踏査を行い，平成13(2001)年8月，事業地

内に試掘調査が必要な箇所が存在する旨を回答した。

設禽二≦ (1)牛の皮城跡(第1～3次）

曽川2号遺跡

(2)曽川1号遺跡(A～D区）

(3)池ﾉ奥古墳

(4)城根遺跡

牛の皮城跡(第4次）

曽川1号遺跡(E区）

(5)曽川1号遺跡(G～J区）

(6)曽川1号遺跡(K区）

(7)札場遺跡
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その後， 日本道路公団は解散し，平成17 (2005)年10月1日に中国横断自動車道尾道松江線

建設事業は西日本高速道路株式会社に引き継がれた。県教委は平成17 (2005)年10月に当該箇

所の試掘調査を実施し， 向江田中山遺跡の存在を確認した旨を同月に西日本高速道路株式会社中

国支社（以下「西日本高速」という。）に回答した。この遺跡の取扱いについて県教委と西日本高

速は協議を重ねたが，設計変更による現状保存は不可能との結論に達した。

中国横断自動車道尾道松江線建設事業は平成18(2006)年度から国士交通省の直轄事業となる

ため，西日本高速にかわり国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所（以下「国土交通省」

という｡）が，平成18年3月2日付けで財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（以

下「教育事業団」という｡）に向江田中山遺跡の調査依頼を行った。国土交通省と教育事業団は同

年4月3日付けで委託契約を結び，教育事業団は同年4月17日から6月23日までの約2か月間

発掘調査を行った。

本報告書は，以上のような経緯のもとに行った発掘調査の成果をまとめたものであり，今後の

埋蔵文化財の資料として， またこの地域の歴史の一端を知る手がかりとして，少しでも寄与でき

れば幸いである。

発掘調査にあたっては，国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所，西日本高速道路株式

会社中国支社広島工事事務所，三次市教育委員会及び地元の方々に多大なご協力をいただいた。

記して感謝の意を表します。

第1図・第1表の報告書

(1)財団法人広島県教育事業団「牛の皮城跡･曽川2号過跡中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る埋蔵

文化財発掘調査報告醤(1)』 2005年

(2) 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(2) 曽川1

号遺跡(A～D地区)1 2006年

(3) 財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（3） 池ノ奥

古墳』 2007年

(4) 財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(4) 城根遺

跡曽川1号遺跡(E地区） 牛の皮城跡（第4次)｣ 2008年

(5) 財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(5) 曽川1

号遺跡(G～J地区)j 2008年

(6) 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(6) 曽川1

号遺跡(K地区)｣ 2008年

(7) 財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(7) 札場古

墳・大平遺跡・後山大平古墳」 2009年

(8) 財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(8) 北野山

遺跡』 2009年

(9) 財団法人広島県教育事業団「中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(9) 向江田

中山遺跡』 2010年
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第1表中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う報告書一覧
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報告書 遺跡名 地区名 調査期間 所在地 時期 内容

(1)

牛の皮城跡

(北郭群）

第1次

第2次

第3次

畝状竪堀群

l～4郭

西竪堀

曽川2号遺跡

平成15年1月20日～

3月14日

平成15年7月7日～

10月31日

平成15年11月10日～

11月28日

平成15年1月20日～

3月7日

尾道市御調町大町字二

の丸

尾道市御調町大町字西

川

中世

古代末～中世

城跡

集落跡

(2) 曽川1号遺跡

A地区

B地区

C地区

D地区

旧・平成14

年度調査区

旧･P2第一

旧･P2第二

旧・Pl

平成14年10月21日～

平成15年1月17日

平成15年4月7日～

5月23日

平成16年1月6日～
2月5日

尾道市御調町大町字曽

川

弥生時代～

中世
集落跡

(3) 池ノ奥古墳
平成16年8月23日～

10月28日

世羅郡世羅町宇津戸字

天神
古墳時代後期 古墳

(4)

城根遺跡

牛の皮城跡 第4次 5郭

曽川1号遺跡 E地区 旧･P4

平成15年1月27日～

3月7日

平成18年1月30日～
2月24日

平成15年12月1日～
12月19日

尾道市御調町大町字城
根

尾道市御調町大町字二

の丸

尾道市御調町大町字米

田

古墳時代か

中世

縄文時代後期

～中世

箱式石棺

城跡

遺物包含層

(5) 曽川1号遺跡

G地区

H地区

I地区

J地区

旧･P3

旧・P3側道

旧･P4側道

旧･P2

平成16年6月7日～
8月6日

平成17年1月11日～

3月4日

尾道市御調町大町字曽

川・米田

弥生時代～

中世
集落跡

(6) 曽川1号遺跡 K地区
平成17年4月11日～

7月1日

尾道市御調町大町字曽

川・米田

弥生時代～

中世
集落跡

(7)

札場古墳

大平遺跡

後山大平古墳

平成17年11月21日～

平成18年1月27日

平成19年6月21日～

10月5日

平成19年6月21日～

10月5日

三次市後山町字札場

三次市後山町字大平

三次市後山町字大平

古墳時代後期

弥生時代後期

～古代

古墳時代後期

古墳

集落跡

古墳

(8) 北野山遺跡
平成18年7月3日～

8月4日
三次市吉舎町字敷地 平安時代

仏教関連

の施設跡

(9)

本書
向江田中山遺跡

平成18年4月17日～

6月23日
三次市向江田町字中山

古墳時代末

～古代
集落跡



Ⅱ位置と環境

向江田中山遺跡は，三次市向江田町中山に所在する。三次市は広島県の北部中央に位置し， 旧

備後国に属していた。県北の河川の多くは三次に集まり，江の川となって島根県に流れている。

三次市は，古くから陰陽を結ぶ交通の要衝として栄え，備後北部の政治･経済･文化の中心であっ

た。そのため，古墳をはじめとする遺跡の数も多く，県内有数の遺跡密集地でもある。現在でも

道路･鉄道など交通網が三次市を中心に陰陽へ放射線状に延びている。現在の三次市は，平成16

(2004）年4月に旧三次市， 旧双三郡（三良坂町・吉舎町・三和町・作木村・君田村・布野村)，

旧甲奴郡甲奴町が合併して誕生した。面積は約778平方km,人口は約6万人である。

向江田町は三次盆地の東端にあたり，北東は庄原市と境を接する。市街地の南東約7.5kmに位

置する。向江田町及びその北側の和知町は和田地区と呼ばれ，低丘陵の間に田畑が広がる農村地

帯である。この和田地区は，三次市内の中でも遺跡が密集する地域でもある。近年では， 中国横

断自動車道尾道松江線建設事業に伴って遺跡の発掘件数が増加している。ここでは和田地区の遺

跡を中心に述べていくこととする。

旧石器時代～縄文時代この時代の遺跡数は少ないが，三次市内では重要な遺跡が確認されてい
（ 1 ）

る。下本谷遺跡（西酒屋町）から出土した石器は， その形式と使用石材の組成から後期旧石器で

は最古となる可能性がある。和知白鳥遺跡（和知町）では，平成19 (2007)年の第2次発掘調査

により，黒曜石製のナイフ形石器流紋岩質系の台形石器，台石・ハンマーストーン，地元産石

材や水晶などの剥片・石核が出土した。下本谷遺跡の石器より新しいと考えられている。下の割
（2）

遺跡（和知町）からは，縄文時代晩期の土器が出土している。

弥生時代弥生時代になると遺跡数は増加するが,前期の遺跡は少なく，中期以降の遺跡が多い。
（3）

先述の下の割遺跡から弥生時代前期の土器が出土している。塩町遺跡（大田幸町）では， 中～後

期の集落跡が確認されている。出土した塩町式土器は，広島県備後北部の弥生時代中期後半の指
（‘l ）

標土器となっている。史跡陣山遺跡（向江田町）は，貼石・列石を伴う四隅突出形墳丘墓が5基

連なり，塩町式土器が供献されていた。

古墳時代古墳時代になると，遺跡数は飛躍的に増大する。その大部分は古墳である。三次市内

ではこれまで4世紀代の古墳は確認されていなかったが，近年4世紀末に遡る可能性がある古墳
（5）

も発掘されている。本遺跡周辺にも多くの古墳群が存在する。下山手古墳群（向江田町）は， 7

基からなる古墳群で， 4号古墳は5世紀前半から中葉の円墳5号古墳は4世紀末から5世紀初

頭の長方形墳で，両古墳は隣接している。宮の本古墳群（向江田町）は， 30基以上からなる古墳

群で，平成19（2007）年に9基の発掘調査を実施した。第24号古墳は， 4世紀末～5世紀初頭

頃の築造と考えられる径約30m,高さ約4mの円墳である。墳丘斜面に葺石が施され,平坦面に

90本以上の円筒埴輪列がみられた。墳頂部には長さ約3.5mの竪穴式石室を中心にその両隣に2

基の箱式石棺が築かれていた。その南側にある第20･31･32号古墳は6世紀末～7世紀前半頃の

築造と考えられ，第20･31号古墳の埋葬施設は横穴式石室，第32号古墳は箱式石棺である。権
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現古墳群（向江田町）は8基からなる古墳群で,平成18 (2006)年に第1～3号古墳の発掘調査

を実施した。いずれも5世紀頃の古墳である。第2号古墳は直径約20m,高さ約3mの円墳で，
（6）

埋葬施設は5基の箱式石棺である。石室内から鉄鎌や玉類が出土している。上大縄古墳(和知町）

は， 5世紀後半頃に築造された円丘部の両側に造出部がある全長約26mの古墳で,埋葬施設は竪

穴式石室である。瀬戸越南古墳（向江田町）は，平成19 （2007）年に発掘調査を実施した5世紀

後半から6世紀頃の古墳である。径12～13mの円墳で，墳丘に葺石を施し，一部は二段築成と

なっている。埋葬施設は箱式石棺である。箱山古墳群（向江田町）は， 9基からなる古墳群で，

平成18 (2006)年に第3～6号古墳の発掘調査を実施した。第5･6号古墳は5世紀代の方墳で

ある。 5号古墳は13.7m×14m,高さ2.5mで，全面に葺石があり, 2段築成になっている。埋

葬施設は箱式石棺2基で，いずれも礫床に粘土枕がある。第3号古墳は6世紀末～7世紀前半の

円墳第4号古墳は5世紀代の円墳である。
（7）

深茅遺跡（和知町）では,古墳時代の竪穴住居跡が確認されている。河原田2号遺跡（和知町）

では， 6世紀後半の竪穴住居跡8軒が検出されている。先述の和知白鳥遺跡では,平成18 (2006)

年の第1次発掘調査により， 5～6世紀の竪穴住居跡49軒，掘立柱建物跡3棟の他，横穴式石室
（8）

を埋葬施設とする古墳3基を検出している｡谷を挟んだ東側の丘陵上に上四拾貫古墳群が立地し，

この古墳群の被葬者が居住した集落跡と考えられている。

古代古代の遺跡数はそれほど多くないが，向江田町周辺で注目される遺跡も確認されている。

三次市は近世までの三谷郡と三次郡からなるが，三谷郡には『和名抄」によると，平安時代初め

三谷・松部（私部の誤記と考えられる） ・江田・額田・刑部の5つの郷があったとされる。向江田

町は三谷郡北西部にあたり，江田郷の一部と考えられている。
（9）

史跡寺町廃寺跡（向江田町）は, 「日本霊異記」に記載されている三谷寺に比定されている。法

起寺式伽藍配置で，水切り瓦と呼ばれる特徴ある軒丸瓦が出土している。三谷郡の郡寺跡と考え
（10）

られている。寺町廃寺跡の南西約l.2kmに位置する上山手廃寺跡（向江田町）は, 7世紀後半に

寺町廃寺跡と同じ規格で造られ，水切り瓦が出土している。塔跡が確認されておらず，尼寺の可
（11）

能性が指摘されている。大当瓦窯跡（和知町）は，寺町廃寺跡の瓦を焼成した窯跡である。
（12）

馬洗川を挟んで向江田町の南にある幸利遺跡（志幸町）は,｢幸利」の地名や布目瓦の出土など

から三谷郡衙跡推定地とされる。若見迫遺跡（三良坂町岡田）は，平成19 (2007)年の発掘調査

で，平安時代前期（9世紀）の士坑や柱穴群などを検出した。鉛のインゴットや瓦が出土してお

り，一般的な集落ではなく，約lkm西に幸利遺跡があることから三谷郡衙跡推定地との関連性が

考えられる。先述の下本谷遺跡では，奈良時代後半から平安時代初頭の掘立柱建物跡12棟,柵跡

5条などが検出されている。柵に囲まれた建物跡は．の字形に配置され,中央には広場を有する。

緑釉陶器や硯なども出土しており，三次郡衙跡と推定されている。

中世鎌倉幕府御家人の広沢氏は，建久3 (1192)年，三谷郡12郷の地頭職に任命され，武蔵国

から入部し，和知に居住するようになった。その後, 13世紀後半に広沢氏は和智・江田の両氏に

分かれた。和智氏は和知及び三谷郡東部を，江田氏は向江田町から南の三若町にかけて領有した
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が，和智氏は，その後吉舎へ本拠を移した。江田氏は当初は向江田町を本拠とし，のち三若町へ
（13）

本拠を移したとされる。和田地区周辺でも多くの城跡や古墓等が確認されている。茶臼山城跡(向

江田町）は，標高312m,比高約140mの山上に築かれた城跡である。東西の遺構群からなり，
（14）

東は約100m×50m,西は270m×130mの規模で，土塁や横堀が残る。国広山城跡（和知町）

は,標高340m,比高約140mの国広山から南の龍王山に至る尾根及び支尾根に広がる南北約800

m,東西約600mの大規模な山城である。 5つの城跡群からなり，それぞれ城跡の名がつけられ
（15）

ているが，一連の城である。山崎遺跡（大田幸町）からは，土坑から和鏡・古銭・土師質土器と

ともに呪符と考えられる円札2枚が出土しており， 中世の呪術資料として県重要文化財に指定さ

れている。
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（8）広島県教育委員会「中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(1)j 1978年

（9）三次市教育委員会「備後寺町廃寺一推定三谷寺跡第1～3次発掘調査概報一」 1980～1982年

(10)広島県教育委員会『上山手廃寺跡発掘調査概報(1) (2)j 1979･ 1980年

(ll)三次市教育委員会「備後寺町廃寺一推定三谷寺跡第3･4次発掘調査概報一」 1982･1983年

(12)金田章裕「律令期における郡と郷」 「過疎化の進む内陸盆地と河谷地域一三次盆地と江川流域の過去と現在
一」大明堂1973年
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20和知白鳥遺跡21上四拾貫古墳群22四拾貫日南古墳群23国広山城跡24下の割遺跡25弁天古墳群

26弁天東古墳群27笛吹古墳群28大当瓦窯跡29大鳴北古墳群30上大繩古墳31大鳴古墳群

32河原田2号遺跡33瀬戸越北古墳群34瀬戸越中古墳群35瀬戸越古墳群36瀬戸越南古墳

37茶臼山城跡38河原田古墳群39箱山古墳群40野稲北古墳群41野稲南古墳群42砂走古墳群

43寺町廃寺跡44下山手古墳群45天神古墳群46上山手廃寺跡47岡ノ段古墳群48宮の本古墳群
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55勇免古墳群56萱草古墳群57塩町遺跡58新宮山城跡59幸利山古墳60若見迫遺跡

第2図向江田中山遺跡周辺遺跡分布図(1 :25,000)
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Ⅲ調査の概要

向江田中山遺跡が所在する三次市向江田町は，南側を馬洗川が南東から北西に向けて流れ， 中

央部を馬洗川支流国兼川が流れている。国兼川は向江田町西部において馬洗川に合流する。遺跡

は，標高281mの山塊から北東に向かって延びる丘陵尾根部に位置する。尾根上には平坦部が存

在し，尾根は途中で北と東の2方向に分かれている。遺跡は尾根が2方向に分かれる部分を中心

に形成されている。遺跡の北側には国兼川支流菅田川沿いに形成された細長い水田地帯が広がっ

ており，遺跡からその水田地帯を一部見ることができる。調査区は標高199～204mで，周囲の

水田との比高は約25mである。遺跡のうち掘削工事が及ぶ長さ53～84m,幅22～25mの細長

い範囲の発掘調査を実施した。調査面積は1,450㎡で，遺跡の現状は山林であった。

発掘調査は，試掘調査の状況を基に，重機を使用して表土の除去作業を行った。その後，人力

による遺構検出作業と遺構の掘り下げを行った。表土（暗褐色士）の下に黒褐色土があり，その

下の褐色土が遺構面である。

検出した主な遺構は，竪穴住居跡4軒(SBl～4),掘立柱建物跡6棟(SB5～10),柱穴

列1列(SAl),溝状遺構11条(SDl～ll),土坑7基(SKl～7), ピット，性格不明の

遺構4基(SX1～4)などである。竪穴住居跡と掘立柱建物跡は混在せず，小さな谷を挟んで

調査区南側（東側尾根）に竪穴住居跡，調査区中央から北側（北側尾根）にかけて掘立柱建物跡

が建てられていた。また，掘立柱建物跡の多くが主軸を揃え，計画的に配置されていることが判

明した。

出土遺物は，須恵器・土師器砥石などがあり，竪穴住居跡，掘立柱建物跡に伴う溝状遺構

SX4を中心に遺物は出土している。なかでも炊飯具である土師器甕・甑が多く，特にSX4か

ら多量に出土した。また，少量であるが暗文土師器や手づくね土器も出土した。

遺構の時期は，出土遺物からSD10を除いて，いずれも古墳時代末から古代(6世紀末から7

世紀中頃） と考えられる。 SD10は，現代に近い比較的新しい時期の溝である。

－8－



一

777､＆
、

､＆
、

､＆
、

浬
更

鷺
竺
な蝋

一
．

〆

蝋 蕊.7
，竺一デ
蕊.7
，竺一デ

師

竜
ｍ
迄4

典承
。
画
一

承
。
画
一

蝿

:l
客

》
暫
哩 諏

磑
一
・
二
、
、

、諺
い
い
』
一
，

一
一

い
い
』
一
，

一
一

ｎ
ｍ
》

〃
も
、
Ｐ 砲

③
ト
ー
◇
〆
〆

○
蜘
廻

○
蜘
廻

○
蜘
廻

意意

も
混

入
楚心

篭
邑

心
篭
邑 二二 へ

心
，
据
据
一一

一

麺
二二

？？

二

,エ
ー

L〆

〃

、

ノ

ノ

銭
も
丁

、

可

諺

。。

100me 0p

塾塾

第3図周辺地形図（1 ：2,㈹0） （アミ目は調査区）

－9－



。
②
の
口
のン

○
○
炉
⑳
。ン

。
“
卜
②
①ン

。
マ
ト
①
也津

0

X

､134220

SBSB10

SD1

山0oz山0oz0ozZ

oSD2oSD2oSD山 logO己O己

X

-134240

SB8
ujZ Z

’
Ｏ
Ｓ SB6

） ｜
SDE

０
．

◎

S

SXＵ
Ｄ
Ｃ SA1

U

I
r●
Q■ー

SX
山eOZ

S

山1山1oz0Z

SX2

。

SB9
｡ X

-134260
ujZOZ

了マも。 。

SX１
１
０
。

0

。
⑬

K1
0

口 X

･134280SB4

○

202m

0

0 20m

’ ’ ’ ’

第4図遺構配置図(1 :400)

’

-10-



oも

1
b

SB10

4ﾐ蛍

SD2

伽O O

と 0 10m

/SD3
B

n

O

SD7SB8
C

0
SB6SD5

融０
０

○

49票 I

SX3

SD8SDSD6

1‐
SA1

1－SX4

B7

0

SB9

砂
塊o

｡

第5図掘立柱建物跡配置図(1 :200)

-11-



Ⅳ遺構と遣物

1 竪穴住居跡

(1)SB1 ･SK1

検出遺構（第6 ． 7図図版1-b ･ c, 2-a ･ b)

SB1は，調査区南部に位置する竪穴住居跡である。3.2m南側にはSB2, 4.8m東側にはS

B3がある。 SBlの平面形態は方形で，建て替えが行われ, SBla (古）→SBlb (新）

の新旧2時期がある。 SBlaは一辺5.55m四方であるが, SBlbは東西方向6.0m,南北方

向6.45mの規模に拡張している。東壁は共有しており，東西方向は西側へ45cm程度，南北方向

は北側へ55cm,南側へ35cm拡張を行っている。建物はPl～P4を柱穴とする4本柱で，拡張

後も元の柱穴を使用している。中央南東寄りに炉跡東側壁際に造り付けのカマド跡がある。床

面は黄色土で貼床をしている。住居跡覆土は淡黒褐色土の単一層である。

壁高は最も残りの良い東壁南部において18cmで， ほかの部分はlOCm以下のところが多い。 S

Blaの壁溝は東壁と南壁東部を除いて廻っているが，南西側でlか所途切れている。壁溝の上

端幅ll～32cm,深さは最大で9cmである。 SBlbの壁溝は北壁と西壁で確認され，上端II'514

~38cm,深さは最大で7cmである。

柱間距離は，東西方向のP1-P2間が2.45m, P3-P4間が2.5m,南北方向のP1-P

3問が2.5m, P2-P4間が2.45mで,平均2.48mである。 P4の西端は炉跡と重複しており，

炉跡がP4を掘り込んでいる。柱穴は長円形のものが多い。各柱穴の規模は,Plが長径66cmx

短径61cm,深さ52cm, P2が長径76cm×短径66cm,深さ52cm, P3が長径85cm×短径57

cm,深さ49cm, P4が長径66cm×短径約60cm,深さ54cmである。 Pl及びP4は径19～22

cmの円形の柱痕跡が残る。

炉跡の平面形は隅丸の長方形で，南東部はP4と重複しているが， 同時存在したものである。

長辺100cm,短辺68cm,深さ8～14cmで， 中央部が深くなっている。 3層からなる覆土は炭化

物を多く含み，壁面上部が被熱により赤変している。

カマド跡は，地山を削り残した上に暗褐色土及び黄褐色土を積み重ねて袖部を形成している。

北側の袖部は長さ100cm, 1536cm,高さ14cm,南側の袖部は長さ90cm,"31cm,高さ18cmが

残存している。燃焼部は幅40～55cm,長さ65cmの長方形である。焚口が狭くなるよう両袖部を

湾曲させており，焚口の幅は25cmである。上部は失われており，煙道も残存していない。燃焼部

手前から焚口にかけて焼土が堆積している。また,カマド跡の30cm北西にも焼土を多く含む範囲

が認められるが， これはカマドから掻き出されたものであろう。

南側中央壁溝部分で，径60cm,短径52cm,深さ20cmの長円形のピットを検出した。貼床を除

去した際にピットの形が明確になったことから, SBlaに伴うものと推察される。さらに，床

面南西隅の貼床下からSKlを検出した。長円形の土坑で，東端はP3と重複しており, P3に

掘り込まれている。長径174cm×短径約110cm,深さ23cmで，中央部が深くなっている。覆土は
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2層堆積している。

出士遺物（第8図，図版13)

須恵器杯蓋・杯身，土師器蕊が出

土した。

1 ． 2は須恵器杯蓋である｡ lは

貼床下から出土したかえりのない形

態である。天井部から口縁部にかけ

てのカーブは比較的急である。内外

面とも回転ナデである。 2は覆土上面とも回転ナデである。 2は覆土上
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一榿一→

3～5は須恵器杯身である。 3 ． 第7図 SBlカマド跡実測図(1 :30) (アミ目は焼土範囲）

4は床面から出土した。ともにたち

あがり部が短く立ち上がり，受部は短く水平に伸びる。内外面とも回転ナデである。 5は壁溝か

ら出土した。底部は緩やかにカーブしているが，全体的に扁平気味である。たちあがり部は内湾

気味に立ち上がり，受部は外側に伸びている。底部外面は回転へラケズリで， それ以外は回転ナ

デである。復元口径は13.3cm,復元器高は3.2cmである。

6～9は床面から出土した土師器甕である。6は比較的口頚部が長く，外反しながら立ち上が

るが， 口縁部付近でやや内湾気味になる。全体にヨコナデを施す。 7は口頚部が長く，緩やかに

外反しながら立ち上がり， 口縁部付近でカーブを強める。端部は丸くおさめ， わずかに玉縁状に
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第8図SBl出土遺物実測図(1 :3)
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なっている。口頚部はヨコナデで，胴部内面はへうケズリ，外面はハケ目である。8は復元口径

13.1cmの小型甕である。頚部で屈曲し，口縁部は緩やかに外反する。口頚部はヨコナデで，胴部

内面上部に指頭圧痕が見られるが‘胴部外面は摩滅のため調整は不明である。9は復元口径19.4

cInである。口縁部は緩やかに外反する。口頚部はヨコナデ，胴部内面はへうケズリである。

その他床面から須恵器高杯脚部片が出土し, SB2覆土下層出土の破片と接合したが．細片

のため図示できなかった。床面から鉄津も微量(4.39)出土している。

なお. SK1から遺物は出土していない。

(2) SB2・SK2

検出遺構（第9図図版2－c､ 3-a, 11-c)
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SB2は調査区南端に位置する竪穴住居跡である。 SB1の3.2m南側にあり, 7.2m東側には

SB4がある。平面形態は方形であるが，南側は斜面になっているため南端が流失している。規

模は，東西方向が5.55m,南北方向は現状で4.0mである。西辺の南北方向の壁溝が南端で東西

方向に曲がりながら終わっているため，床面は南側にはそれほど拡がらないものと思われる。し

たがって，平面形は正方形ではなく，南北方向が短い長方形になるものと推定される。覆土は暗

灰色土の単一層である。建物はPl～P4を柱穴とする4本柱で，床面は黄色土で貼床をしてい

る。貼床上では柱の痕跡のみ確認することができ，貼床を除去した段階で柱穴を確認することが

できた。カマド跡は検出されなかった。

壁高は最も残りの良い北西隅部において33cmである。壁溝は流失している南壁を除いて廻って

いるが，北壁で2か所途切れている。壁溝の上端幅19～41cm,深さは最大でlOcmである。

柱間距離は，東西方向のP1-P2間が2.38m, P3-P4間が2.42m,南北方向のP1-P

3間がl.82m, P2-P4間がl.90mである。東西方向の平均2.40m,南北方向の平均1.86m

で，南北方向が短い。柱穴は円形または長円形で，埋土はやや暗い黄色土である。 P4はSK2

と重複しており, SK2に掘り込まれている。各柱穴の規模は, Plが長径53cm×短径43cm,

深さ29cm, P2が長径56cm×短径44cm,深さ43cm, P3が径49cm,深さ58cm, P4が長径

37cm×短径34cm,深さ49cmである。すべての柱穴に径18～22cmの円形の柱痕跡が残る。

中央南端に長径67cm×短径57cm,深さ16cmの浅いピットがある。覆土に焼土を含み，肩部は

熱を受け，一部赤変している。木の根による攪乱を受け，不明確な部分もあるが，炉跡の可能性

がある。

床面南東隅にSK2がある。長円形の土坑で，西端はP4と重複している。貼床上面で検出し

ており, P4より新しい。長径92cm×短径約75cm,深さ19cmで，底面は中央が深くなり，全体

は播鉢状を呈している。肩部は熱を受け，一部赤変している。覆土は暗灰色土の単一層で，炭化

物を多く含む。

出土遺物（第10図図版13)

遺物は覆土下層北東部床面を中心に，須恵器杯蓋･杯身，土師器高杯･甕，砥石が出土した。

10． llは須恵器杯蓋である。 10は覆土上層及び下層から, 11は覆土下層から出土した。とも

に天井部は丸みを有し，天井部から口縁部にかけて緩やかにカーブして下がり， 口縁端部は丸く

おさめる。 10は外面全体に緑褐色の自然釉がかかるため，天井部外面の調整は不明であるが，そ

れ以外は回転ナデである。復元口径13.2cm,復元器高3.8cmである｡ llは天井部外面にへう切り

痕を有し， それ以外は回転ナデである。復元口径13.4cm,復元器高3.9cmである。

12は覆土から出土した須恵器杯身である。底部を欠損しているが,天井部は緩やかにカーブし

ている。たちあがり部は外反気味に立ち上がり，受部はやや上方に伸びている。全体に回転ナデ

を施す。復元口径13.8cmである。

13は硬土下層から出土した土師器高杯である。底径5.4cmと小型のものであり，土製支脚の可

能性もある。杯部は底部のみの残存であるが，急角度で立ち上がることから杯部の口径もかなり
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小さくなると思われる。杯部底部から脚部にかけては2.7cmの厚みがある。脚端部付近はヨコナ

デ，脚部外面はヘラミガキ，内面はナデである。杯部内面はナデを施し，外面もナデと思われる。

14は覆土下層及び北東部床面から出土した土師器甕である。胴部から底部にかけて残存し，口

縁部は欠損している。胴部の張りは大きくないが，丸みをもち，最大径は22.0cmである。胴部外

面はハケ目，内面はかなり摩滅しているが，ヘラケズリの痕跡が残る。底部内面の調整は不明で

ある。胴部外面全体に煤が付着している。

15は床面から出土した砥石である。長さ9.75cm,幅6.2cm,厚さ3.2cm,重さ253.5gで，長方

体に近い形状をなしているが，裏面と片方の側面は平坦ではない。表面と片方の側面を使用して

おり，使用面は平滑で，縦方向の擦痕がみられる。石材は凝灰岩と思われる。

その他，覆土下層から須恵器高杯脚部･甕，土師器甑が出土したが，細片のため図示できなかっ

た。須恵器高杯脚部片は, SBl床面出土の破片と接合した。

なお, SK2から遺物は出土していない。

－

重ﾃニニ 11’
一 10

13

12I

ー

剛、I

蝿” 0 10C

ー戸一一引

第10図SB2出土遺物実測図(1 :3)

(3) SB3

検出遺構（第ll図， 図版3-b ･ c, 4-a)

SB3は調査区南東部に位置する竪穴住居跡である。小尾根上に造られているが，南半の地形

は下がっている。 SBlの4.8m東側にあり, 4.7m南側にはSB4がある。東側は調査区外とな

るため，西半分を調査した。 SB3の平面形態は方形で，建て替えが行われ, SB3a (古）→
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SB3b (新）の新旧2時期がある。SB3aは南北方向約5.85mであるが,東西方向が現状3.3

mである。 SB3bは南北方向6.9m,東西方向が現状3.75mで，南北方向は北側へ55cm,南側

'､50cm程度，東西方向は西側へ45cm程度拡張を行っている。東側が調査区外であるため，柱穴

は2基(P1 ． 2) しか検出できなかったが, 4本柱と推定される。西側壁際に造り付けのカマ

ド跡がある。床面は黄色土で貼床をしている。覆土は暗灰褐色土の単一層である。P1-P2の

方向は， ほかの竪穴住居跡の南北方向の柱穴とは方向がずれている。

壁高は最も残りの良い北西隅部において32cmである。 SB3aの壁溝は北・西・南の3方向と

も廻っているが，北壁は東側，西壁は北半分と南端でそれぞれ途切れている。北壁及び南壁の壁

溝の上端幅18～29cm,深さは最大で17cmである。西壁の壁溝は上端幅34～70cmである。 SB

3bの壁溝は北壁と西壁で確認されたが，西側中央付近で途切れている。壁溝の上端幅22～48

cm,深さは最大で10cmである。

柱間距離は，南北方向のP1-P2間が2.98mで，ほかの竪穴住居跡と比較すると広くなって

いる。柱穴はほぼ円形である。各柱穴の規模は, Plが径63cm,深さ47cm, P2が長径64cmx

短径56cm,深さ50cmである。いずれも柱穴内に柱痕跡と推定される淡暗黄褐色土が円形に入り，

Plは径21cm, P2は径18cmの柱が復元できる。

明瞭な炉跡を検出することはできなかったが,床面中央部に長さ108cm, I隔57cmの範囲に炭化

物と焼土が集中しており，炉跡が近くにあったものと推定される。また，北部中央の貼床下で長

さ64cm,現状幅30cmの焼土を多く含む土塊を検出した。土塊の周囲にある長さ10～15cmの2

つの石も焼けていた。

カマド跡は，新しい時期の溝であるSD10によってかなり壊されており，残存状況は良くな

い。削り残した地山の上に粘質土で形成された袖部の片方だけが，長さ48cm,幅40cm,高さ12

cmほど残存している。上部は失われており，煙道も残存していない。袖部を中心に長径117cm,

短径74cmの範囲に炭化物が堆積している。また，袖部の北側には焼土が堆積している。

貼床を除去したところ,南側で東西方向のSDllを検出した。SB3aよりも古い遺構と考え

られる。また, SB3の南西端にSK3が位置し，切り合い関係にあるが, SK3の方が新しい。

出土遺物（第12図，図版14)

北西床面を中心に，須恵器杯蓋・高杯脚部，土師器甕が出土した。

16は覆土下層から出土したかえりのない須恵器杯蓋である。天井部から口縁部にかけてのカー

ブは比較的急である。内外面とも回転ナデである。

17は覆土上層から出土した須恵器高杯脚部である。ラッパ状に大きく開き，端部は下方に屈曲

させている。内外面とも回転ナデを施す。

18･19は土師器の小型甕である。 18は覆土下層及び床面から出土した。口頚部が「〈」字状に

外反する。内面の頚部下半以下をヘラケズリして器壁を薄く仕上げている。頚部上半から口縁部

は内外面ともヨコナデを施すが,胴部外面は煤が付着しており，調整は不明である。復元口径9‘4

cmである。 19は貼床下から出土した。口縁部がわずかに外反する。全体的に摩滅が著しく，調整
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は不明である。復元口径は10.3cmである。

20は壁溝近くの床面から出土した土師器甕である。比較的長い口頸部をもち，口縁部はカーブ

を描きながら外反し，胴部は直線的に延びる。口縁部はヨコナデで，胴部内面は横方向のハケ目

と思われ，頸部から胴部外面は粗い縦方向のハケ目である。胴部外面に煤が付着している。

その他，覆土下層から須恵器杯身，覆土上層から須恵器甕が出土したが，細片のため図示でき

なかった。また，貼床下から鉄片, P2から鉄津(12.1g)が微量出土した。

（
一

、
－ －－

16 8
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トー－

第12図 SB3出土遺物実測図(1 :3)

(4)SB4

検出遺構（第13･ 14図，図版4-b ･ c, 5-a)

SB4は，調査区の南東隅に位置する竪穴住居跡である。 SB2の7.2m東側, SB3の4.7m

南側にある。 SB4の平面形態は方形であるが，南側は斜面で流失している。規模は東西方向が

5.4mで，南北方向は東側で1.8m,西側で3.7m,最も残りが良い部分で3.95mである。建物は

Pl～P4を柱穴とする4本柱で，北側壁際に造り付けのカマド跡がある。床面は黄色土で貼床

をしている。貼床上では柱の痕跡のみ確認することができ，貼床を除去した段階で柱穴を確認す

ることができた。住居跡覆土は何層にも堆積していた。

壁高は最も残りの良い北壁西部において51cmである。壁溝は東壁を除いて廻っているが,北壁

はカマド跡で途切れている。壁溝の上端幅21～48cm,深さは最大で5cmである。

柱間距離は，東西方向のP1-P2間が1.95m, P3-P4間が2.1m,南北方向のP1-P

3間が1.95m, P2-P4間が1.95mで，平均1．99mである。柱穴は円形のものが多く，埋土

は灰褐色土または黄灰褐色土である。各柱穴の規模は, Plが径29cm,深さ49cm, P2が径30

Cm,深さ47cm, P3が長径39cm×短径33cm,深さ53cm, P4が長径27cm×短径24cm,深さ

45cmである。ほかの竪穴住居跡に比べ，柱穴の径が小さい。いずれも径19cm程度の円形の柱痕

跡が残る。

カマド跡は，地山を削り残した上に淡黄色土などを重ねて袖部を形成しており，東側の袖部は

長さ70cm,幅28cm,高さ19cm、西側の袖部は長さ80cm,幅33cm,高さ9cmが残存している。

燃焼部は幅44cm,長さ75cmの長方形である。 SBlと同様に焚口が狭くなるよう両袖部を湾曲

させていたと考えられ，焚口の幅は現状で33cmであるが，本来はもう少し狭かったと考えられ
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る。上部は失われているが，煙道は燃焼部よりも一段高く設

け，残存規模は長さ70cm,幅55cmで，北西端に長さ13cmの

石を置いている。燃焼部奥壁と東壁にかけて焼土が堆積し，

燃焼部全体に炭化物が多く堆積している。また， カマド跡の

南東部に近接して焼土や炭化物を多く含む範囲が認められる

が， これはカマドから掻き出されたものと考えられる。

床面北西隅に浅い落ち込みがある。平面形は長円形で，長

径120cm,短径73cm,深さl～5cmであり，底面はほぼ平坦

である。

出土遺物（第15図，図版14)

須恵器杯蓋・杯身，土師器甕・甑把手，砥石が出土した。

21．22は覆土上層から出土した須恵器杯蓋である。21は天

井部から口縁部にかけてのカーブが比較的急である。全体に

回転ナデを施す。22は天井部が緩やかにカーブした後，口縁

部を垂直に屈曲させている。天井部外面はへう切り後ナデ，

天井部内面はナデ，その他の部分は回転ナデを施す。復元口

径は13.lcm,復元器高は4.lcmである。

23は覆土上層から出土した須恵器杯身である。たちあがり

部が比較的高く，直線的に立ち上がる。また，受部は水平に

伸びている。全体的に回転ナデを施す。外面には薄く自然釉

がかかる。

24．25は覆土上層から出土した土師器甕である。ともに頚

部で折れ， 口縁部は緩やかに外反する。口頚部はヨコナデ，

｡
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胴部内面はヘラケズリである。25の胴部外面は縦方向のハケ目である。24よりも25の器壁が厚

く，大型である。

26は土師器甑の把手と考えられる。覆土下層から出土した。上方に湾曲し，断面は楕円形であ

る。

27は覆土下層から出土した砥石である。長さ10.6cm,幅6.lcm,厚さ4.6cm,重さ377.4gで，

半円形を呈している。表面と裏面及び側面の丸い部分を使用している。表面を最もよく使用して

おり，使用面は平滑で，縦方向の擦痕がみられる。石材は凝灰岩と思われる。

その他，覆土上層及び下層から須恵器甕，覆土下層から須恵器長頸壺や須恵器平瓶と思われる

破片が出土したが，細片のため図示できなかった。また，覆土上層及び下層から鉄片，覆土上層

から鉄倖(67.lg)が少量出土した。

2掘立柱建物跡

(1) SB5

検出遺構（第16図，図版5－c, 6-a ･ b)

調査区中央北寄りに位置する南北棟の掘立柱建物跡である。建物方位はほぼ真北である。2.6m

南側にSB6が位置し，その間にはSD7がある。また,0.3～0.7m西側には南北方向のSD2･

3がある。高所部である南西側の地山を掘削することにより，平坦面を造成して，建物を建てて

いる。SB6もこの平坦面に建てられている。SB5の東側と北側が調査区外となり，現状で南

北3間東西2間である。周辺の建物跡の規模などから考えると東や北に延びる可能性は低いよ

うである。

現状で，桁行方向の規模は5.8m,梁行方向の規模は3.7mである。桁行方向の柱間距離はPl

-P2間が1.8m, P2－P3間が2.0m, P3-P4間が2.0mで，平均1.93mである。梁行方

向の柱間距離はP4-P5間が2.0m, P5-P6間が1．7mで，平均1.85mである。

柱穴は堅い地面を穿っており，径40～60cmのものが多<,方形に近い円形または楕円形であ

る。各柱穴の規模は, Plが長径52cm×短径44cm,深さ46cm, P2が長径50cm×短径46cm,

深さ47cm, P3が長径63cm×短径50cm,深さ51cm, P4が長径81cm×短径67cm,深さ63

cm, P5が長径85cm×短径61cm,深さ59cm, P6が長径57cm×短径54cm,深さ51cmである。

P4は2基の柱穴が重なっているが， 中央に暗褐色土が入り， 円形の柱痕跡と思われる。土層断

面では径12cmと細いが，平面では径16cmの柱痕跡が確認できる。Pl･P2でも径約16cmの円

形の柱痕跡が残る。

建物跡北部にあるSD4は，建物内にあることから建物に伴うものではないと思われるが，建

物との新旧関係は不明である。

出士遺物

柱穴から須恵器・土師器・鉄板片が出土しているが，細片のため図示できなかった。また，覆

土から須恵器杯，土師器甕，鉄板片等の細片が出土している。なお，本遺構に伴うと考えられる
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SD2から須恵器杯蓋(28),土師器甕(29)が, SD3から須恵器高杯(30),土師器手づくね

椀(31) ･甕(32) ･甑(33･34) ・甑把手(35)が出土している。

(2)SB6

検出遺構（第17図，図版7－b ・ c)

調査区中央やや北寄りに位置する南北3間，東西2間の南北棟掘立柱建物跡である。建物方位

はほぼ真北である。 SB5の2.6m南側に位置し， その間にはSD7がある。高所部である西側

の地山を掘削することにより，平坦面を造成して，建物を建てている。この平坦面の南端にはS

X4がある。0.3～0.7m西側には南北方向のSD6があり，北部で東方向に直角に折れ曲がり，

L字状を呈している。建物跡東部にあるSD8･SX3と切り合い関係にあるが, SB6の方が

新しい。また，南東端でSAlと接する。

桁行方向の規模は5.15m,梁行方向の規模は3.3mである。桁行方向の柱間距離は西辺のPl

-P4間がl.9m, P4-P6間がl.7m, P6-P8間がl.55m,東辺のP3-P5間がl.7m,

P5-P7間がl.55m, P7-P9間がl.9mで，平均l.72mである。梁行方向の柱間距離は北

辺のP1-P2間がl.55m, P2-P3間がl.75m,南辺のP8-P9間がl.55m, P9-P

10間がl.75mで，平均l.65mである。

柱穴は堅い地面を穿っており，径40～55cmのものが中心で，方形に近い円形または楕円形を

呈するものが多い。各柱穴の規模は, P1が径46cm,深さ69cm, P2が径50cm,深さ54cm,

P3が長径47cm×短径40cm,深さ42cm, P4が長径55cm×短径50cm,深さ69cm, P5が長

径44cm×短径35cm,深さ33cm, P6が長径48cm×短径44cm,深さ59cm, P7が径38cm,深

さ23cm, P8が長径53cm×短径50cm,深さ60cm, P9が長径89cm×短径36cm,深さ34cm,

P10が長径45cm×短径40cm,深さ36cmである。 P6土層断面を見ると,中央に暗褐色土が入っ

ており，径約16cmの円形の柱痕跡と思われる。 Pl ･P4などでも径約16cmの円形の柱痕跡を

確認することができた。

出士遺物

柱穴から須恵器・土師器が出土しているが，細片のため図示できなかった。なお，本遺構に伴

うと考えられるSD5から須恵器杯身(36) ･高杯(37),土師器小型椀(38) ･甕(39)が, SD

6から須恵器杯身（40) ・高杯(41),土師器小型椀(42) ･"(43～46) ･甑把手(47)が, SD

7から須恵器杯身（48)，土師器甕（49） ・甑（50）が出土している。

(3) SB7

検出遺構（第18図，図版9－a･b･ c)

調査区中央に位置する南北3間，東西2間の南北棟の総柱掘立柱建物跡である｡ SB6の3.7

m南に位置し，北側はSX4と近接している。建物方位はほぼ真北である。建物跡南西部にある

SX2と切り合い関係にあるが, SB7の方が新しい。この建物跡は，高床式倉庫と推定される。
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P2とP5の間にあるP13は，束柱の可能性もある。

桁行方向の規模は7.3m,梁行方向の規模は2.75mである。桁行方向の柱間距離は北からPl

-P4間・P2-P5間･P3-P6間が2.45m, P4-P7間・P5-P8H･P6-P9W1

が2.45m, P7-P10間･P8-Pll間･P9-P12間が2.4mで，平均2.43mである。梁

行方向の柱間距離は西からP1-P2間・P4-P5間･P7-P8H･P10－Pll間が1.4

m, P2-P3間･P5-P6間･P8-P9H･Pll-P12間が1.35mで，平均1.38mであ

る。ほかの建物跡に比べ，桁行方向の柱間距離が長く，梁行方向の柱間距離が短くなっている。

柱穴は円形のものが多く，径約70cmの大型のものと径約50cmの小型のものがある。各柱穴の

規模は, Plが長径53cm×短径49cm,深さ28cm, P2が径47cm,深さ16cm, P3が長径55

Cm×短径49cm,深さ25cm, P4が径66cm,深さ48cm, P5が長径54cm×短径44cm,深さ18

cm, P6が長径66cm×短径59cm,深さ39cm, P7が長径73cm×短径70cm,深さ55cm, P8

が長径64cm×短径58cm,深さ38cm, P9が長径52cm×短径48cm,深さ37cm, P10が長径

61cm×短径49cm,深さ56cm, Pllが長径44cm×短径36cm,深さ32cm, P12が径47cm,深

さ48cmである。束柱の可能性があるP13が長径75cm×短径67cm,深さ26cmである。P7の士

層断面を見ると中央に暗褐色土が入り,径25cmの円形の柱痕跡と考えられる。その他多くの柱穴

でも，断面や平面から径16～25cmの円形の柱痕跡を確認することができた。

出士遺物

柱穴から土師器甕の破片が出土しているが，細片のため図示できなかった。

(4) SB8

検出遺構（第19図，図版10-a ． b)

調査区中央やや北寄りに位置する南北3間，東西2間の南北棟掘立柱建物跡である。建物方位

はほぼ北である。 SB6の4.lm西側に位置し，その間にはSD5．6がある。

北東隅にあたる柱穴が検出できなかったが,桁行方向の規模は西辺で4.4m・東辺も推定4.4m,

梁行方向の規模は北辺で推定3.65m,南辺で3.3mである。梁行方向が南辺よりも北辺が約0.3m

長くなっており，桁行方向の方位も東辺はほぼ北であるが，西辺は北からずれている。このよう

に， ほかの建物跡と違い，柱位置が不揃いで，ややいびつな平面形になっている。桁行方向の柱

間距離は西辺のPl-P4間がl.4m, P4-P6間がl.55m, P6-P8間がl.45m,東辺の

P5-P7間がl.55m, P7-P10間がl.35mで，平均l.46mである。梁行方向の柱間距離は

北辺のPl-P2間がl.4m, P2-P3間が1.3m,南辺のP8-P9間がl.8m, P9-P10

間がl.5mである。北辺の柱間距離が南辺よりも短くなっている。ほかの建物跡と比較して，全

体的に柱間距離が短い。

柱穴は径45～50cmの円形のものが多い。各柱穴の規模は, Plが径40cm,深さ24cm, P2

が長径45cm×短径33cm,深さ20cm, P3が長径53cm×短径49cm,深さ12cm, P4が径45

Cm,深さ17cm, P5が径51cm,深さ37cm, P6が長径39cm×短径33cm,深さ18cm, P7が
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第19図 SB8実測図.(1 :60)

径39cm,深さ18cm, P8が長径40cm×短径31cm,深さ39cm, P9が長径58cm×短径55cm,

深さ48cm, P10が径46cm,深さ12cmである。

出土遺物

土師器が出土しているが，細片のため図示できなかった。

(5)SB9

検出遺構（第20図図版10-c)

調査区西部南寄りに位置する東西棟の掘立柱建物跡である。建物方位はほぼ東西方向である。

SB7の6.3m南西側に位置し，その間にはSX2がある。 SB9の西側が調査区外となり， さ
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らに延びる可能性もあるため正確な規模は不明であるが,現状で南北l間東西2間以上である。

桁行方向の規模は現状で北辺3.55m,南辺3.45m,梁行方向の規模は1．65mである。桁行方

向の柱間距離はP1-P2間がl.85m, P2-P3間がl.7m, P4-P5間が2.0m, P5-

P6間がl.45mで，平均1．75mである。

柱穴は， 円形で径30～40cmのものが多い。各柱穴の規模は, Plが長径36cm×短径32cm,

深さ33cm, P2が長径42cm×短径37cm,深さ26cm, P3が長径23cm×短径19cm,深さ9cm,

P4が径30cm,深さ32cm, P5が長径34cm×短径21cm,深さ5cm, P6が長径30cm×短径

27cm,深さ6cmである。

出士遺物

柱穴から須恵器杯，土師器が出土しているが，細片のため図示できなかった。

(6)SB10

検出遺構（第21図，図版11-a)

調査区北部に位置する掘立柱建物跡である。 SB8の18.lm北側に位置する。また, SB5の

約10.5m北西側の位置にあり，その問にはSD1がある。 SB10の北側及び東側が調査区外と

なり， さらに延びる可能性もあるため正確な規模は不明であるが，現状で南北2間以上，東西1
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間以上である。地形やほかの建物跡と

の関係から南北棟建物である可能性が

高いと思われ， その場合の方位はほぼ

真北である。

現状で南北方向の規模は3.lm,東

西方向の規模は1．6mである。南北方

向の柱間距離はP1-P2間が1.4m,

P2－P3間が1.7mで，平均l.55m

である。

柱穴は， 円形で径30～40cmのもの

が多い。各柱穴の規模は, Plが現状

で径33cm,深さ9cm, P2が径31cm,

深さ12cm, P3が長径36cm×短径32

Cm,深さ22cm, P4が長径43cm×短

径40cm,深さ28cmである。

出土遺物

遺物は出土していない。
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3柱穴列

(1) SA1

検出遺構（第22図，検出遺構（第22図，

第21図SB10実測図(1 :60)

図版6-c, 7-a ． b)

SB6の南東に位置する東西方向の柱穴列である。PlはSB6とほぼ接している。P3の東

側が調査区外となり， さらに延びる可能性もあるため正確な規模は不明である。現状で柱穴3基

からなり，全長は3.3mである。各柱間の距離は, P1-P2がl.7m, P2-P3がl.6mで，

平均l.65mである。柱穴は，円形または方形に近い円形を呈する。各柱穴の規模は, Plが径61

cm,深さ47cm, P2が径55cm,深さ58cm, P3が径52cm,深さ53cmである。P1の土層断面

を見ると， 中央に暗灰褐色土が入り，柱痕跡と推定される。径12cmと細いが, Pl･P3の底面

に残る小ピットも柱痕跡と考えられ， これから径約15cmの円形柱を復元することができる。

本遺構の西側にSD8があり，直交することから両遺構は関連が深いものと思われる。 SD8

とSB6は切り合い関係にあり, SD8の方が古い。 SAlとSB6は方向がずれていることか

らも両遺構が同時期に存在したとは考えにくく, SAlの方が古いと考えられる。なお, SAl

はSX3とも切り合い関係にあり, SA1の方が新しい。

出士遺物

遺物は出土していない。
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4溝状遺構

(1)SD1

検出遺構（第5図,図版5-c)

調査区北部に位置する東西

方向の溝状遺構である。SB5

の北西にあり, SB5-P1と

の距離は3.3mである。東側が

調査区外になるため不明であ

る。SB5の北端を区画する溝

の可能性もあるが，定かではな

い。現状で,長さ4.1m, m50.55

~1.83m,深さ0.06～0.25m

であり，西側より東側が広く

なっている。底面は平坦になっ

ており，西端と東側のレベルは

ほぼ同じで， 中央部が若干低く

なっている。

出士遺物

遺物は出土していない。
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第22図 SAl･SX3実測図(l :60) (アミ目は焼土範囲）

査区外になる｡現状で,長さ5．92

rn,幅0.69～l.18m,深さ0．04

～0.23mである。底面は平坦ではなく,溝状に深くなる部分やピット状に深くなる部分も見られ，

北に向かって下っている。

出士遺物（第23図図版14）

須恵器杯蓋土師器甕が出土した。
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28は須恵器杯蓋である。天井部から口縁部にかけて緩やかに

カーブし，口縁端部は丸くおさめる。天井部外面はへう切り後ナ

デ，天井部内面はナデ，それ以外は回転ナデである。復元口径は

12.4cm,器高は3.6cmである。焼成は不良で，灰白色を呈す。

29は土師器甕である。口頚部は厚く， 口縁部は短く外反する。

口頚部はヨコナデ，胴部内面はヘラケズリである。

その他，須恵器甕，土師器甑が出土しているが，細片のため図

示できなかった。

28

可『
、 29

O 10cm
－－

第23図SD2出土遺物実測図

(3) SD3 (1 :3)

検出遺構（第16図図版5-c, 6-a)

SB5の南西に位置する南北方向の溝状遺構で，北側のSD2とともにSB5の西側を画する

溝と考えられる。 SB5との距離は0.75～0.95mである。長さ3.65m,幅0.73～0.85m,深さ

0.02～0.13mである。底面は南部がピット状に若干深くなっているが，全体的には北に向かって

下っている。

出土遺物（第24図図版14･15)

須恵器高杯，土師器手づくね椀・甕・甑が出土した。

30は須恵器高杯である。杯部は丸みのある底部からゆるやかに内湾気味に立ち上がる。脚部は

ラッパ状に大きく開き，端部は下方に屈曲させて拡張している。内外面とも回転ナデを施す。復

元底径は10.3cmである。焼成は不良で，淡青灰色を呈す。

31は土師器手づくねの小型椀である。内面に指頭圧痕を残し，外面は指頭による整形後，ナデ

を施している。底部はほぼ平らになるように仕上げている。復元口径は5.9cm,器高は4.7cmであ

る。この土器は祭祀に使用されたものと考えられる。

32は土師器甕である。口縁部が短く強めに外反し，口縁端部は丸くおさめる。口縁部は内外面

ともヨコナデで，頸部内面は横方向に平行する線が残り，ハケ目の可能性がある。胴部内面はヘ

ラケズリと思われる。外面は摩滅のため調整は不明である。復元口径は21.0cmである。

33．34は土師器甑である｡33は体部が直線的で，下部がすぼまる形態である。口縁端部付近で

わずかに外反し，端部は丸くおさめる。口縁部はヨコナデで，体部内面上部は横方向のハケ目後

ヨコナデと思われ，その下はヘラケズリ，外面は縦方向の粗いハケ目である。口縁部付近は内外

面と広範囲に黒斑がある。34は口縁部が緩やかに外反し，端部を丸くおさめる。体部は直線的に

下部に伸びる。体部外面に水平方向の把手がつく。口縁部はヨコナデで,体部内面はヘラケズリ，

外面上部は指頭による整形後ナデ，その下は縦方向のハケ目である。復元口径は22.2cmである。

35は土師器甑の把手と考えられる。水平方向に伸び，断面はややいびつな円形である。

その他，須恵器杯蓋・甕，すさが入ったカマド片が出土しているが， いずれも細片のため図示

できなかった。すさが入ったカマド片は，移動式カマドの一部と推定される。
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第24図SD3出土遺物実測図(1 :3)

(4)SD4

検出遺構（第16図，検出遺構（第16図，図版5-c, 6-a)

SB5の北部にある南北方向の溝状遺構である。建物内部にあるため，建物に伴うものではな

いと思われるが，建物との新旧関係は不明である。調査区外の北に延びており，現状で長さ1.61

In,幅0.16～0．3m,深さ0.03～0.07mである。底面は北に向かって下っている。

出士遺物

遺物は出土していない。

(5)SD5

検出遺構（第17図，図版7－b ・ c)

SB6の西に位置する南北方向の溝状遺構で, SB6との距離はl.35～l.4mである。北側は

自然に不明瞭となり，南側は建物跡の南端まで延びずに途中で終わっている。長さ4．45m,幅

0.14～0.29m,深さ0.03～0.09mの細い溝である。底面は北に向かって下っている。本遺構とS
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フ:o
B6の間にSD6がある。

出士遺物（第25図，図版15)

須恵器杯身・高杯，土師器小型椀．

甕が出土した。

36は須恵器杯身である。たちあがり

部は短く直線的に立ち上がり，受部は

やや上方に伸びている。底部は残存し

ていないが，全体に回転ナデを施す。

庶一飯-ラーー

39

0 10cm
－－司

37は須恵器高杯である。杯部は平坦
第25図SD5出土遺物実測図(1 :3)

に近い底部から内湾気味に立ち上がっ

ており，底部と口縁部の境は明瞭であ

る。脚部はラッパ状に大きく開き，端部は上方に屈曲させて尖り気味に終わっている。内外面と

も回転ナデ，底部内面は仕上げナデを施す。復元口径14.1cm,復元底径9.8cm,復元器高8.6cm

である。淡青灰色を呈す。

38は土師器小型椀である。底部は丸く，体部から口縁部まで緩やかにカーブを描き，端部は丸

くおさめる。体部外面及び底部内面には指頭圧痕が多く残る。口縁部はヨコナデで，体部外面下

部から底部外面にかけてハケ目を施す。復元口径10．0cm,器高3.7cmである。須恵器杯身と形が

よく似ており，須恵器杯身を模して作られた可能性もある。

39は土師器要である。口頚部は厚く，口縁部は短く外反する。口頚部はヨコナデで，胴部内面

はヘラケズリ，外面はハケ目である。

その他土師器甑・甑把手，すさが入ったカマド片が出土しているが，いずれも細片のため図

示できなかった。すさが入ったカマド片は, SD3出土の物と同じく，移動式カマドの一部と推

定される。また，鉄津が少量(69.19)出土している。

(6) SD6

検出遺構（第17図図版7-b ･ c, 11-b)

SB6の西に位置する南北方向の溝状遺構で, SB6の西側を画する溝と考えられる。 SB6

との距離は03～0.7mで，西側にはSD5がある。北側に向かうに従って, SB6との距離が離

れ,北部で東側に直角に曲がっている。南側はSX4によって切られている。全長約7.9mで,南

北の長さ6.5m,東西の長さl.4mである。幅0.13～0.95m,深さ0.01～0.19mで，北に向かう

に従って幅が狭くなる。底面はほぼ平らで，北に向かって下っている。

出土遺物（第26図，図版15･16)

須恵器杯身・高杯，土師器小型椀・甕・甑把手が出土した。なお，本遺構出土の土師器甕片と

SX4出土の土師器甕(65)が接合したが，詳細はSX4の項に記載した。

40は須恵器杯身である。底部は丸みをもち，底部から緩やかにカーブした後，口縁部にかけて
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カーブが急になる。端部はやや尖り気味におさめている。底部は内外面ともナデ，その他は回転

ナデである。復元口径は9.7cm,器高は3.25cmと， 口径が小さい形態である。

41は須恵器高杯である。杯底部はやや丸みをもっている。脚部はラッパ状に大きく開き，端部

は面を形成するように終えている。脚部全体と杯部外面は回転ナデ，杯部内面は仕上げナデを施

す。復元底径は9.0cmである。内面が淡青灰色，外面が青灰色を呈す。

42は土師器小型椀である。底部は丸く，体部から口縁部まで緩やかなカーブを描き，端部は丸

くおさめる。全体の形はほぼ半球状を呈す。外面には指頭圧痕が多く残り， 内面は指頭による形

成後， ナデを施す。形にやや歪みがあり， 口径8.4～9.0cm,器高4.75cmである。

43～46は土師器甕である。43は口縁部が短く外反し，胴部はほかの甕と違い，かなり膨らみ

をもつ。口頸部はヨコナデ，頚部内面に稜があり，胴部内面はヘラケズリにより器壁を薄くして

いる。外面の調整は不明である。44は頚部が「〈」字状に曲り，口縁部が短く外反して，端部を

丸くおさめる。口頸部はヨコナデで，胴部内面はヘラケズリ後ナデ，外面にはかすかにハケ目が

残る。45は口縁部が緩やかに外反し，口縁端部はやや肥厚して玉縁状になる。内面の頚部以下を

ヘラケズリして胴部の器壁を薄く仕上げている。口頚部は内外面ともヨコナデ，胴部外面は縦方

向のハケ目を施す。復元口径は18.2cmである。46は口縁部が短く外反し,胴部が若干膨らんでい
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第26図 SD6出土遺物実測図(1 :3)
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る。口頚部はヨコナデ，胴部内面はヘラケズリ，外面はナデである。復元口径は27.4cmである。

口径に比べると器高が低いタイプと思われる。

47は土師器甑の把手と考えられる。上方にやや湾曲し、断面は円形に近い。

その他，鉄津が少量(88.99)出土している。

(7) SD7

検出遺構（第17図，図版7－b ・ c)

SB6の北に位置する東西方向の溝状遺構で, SB5とSB6の間を境する遺構である。 SB

5との距離はl.1m, SB6との距離は0．6～0.75mで，南西端はSD6と接している。建物跡

の東端まで延びずに途中で終わり，形としては溝というよりは土坑状を呈しているが, SD6と

連続することからSD7とした。長さ1.6m,幅0.73～0.82mで，深さ0．07～0.13mである。底

面はほぼ平らで，東に向かって下っている。

出土遺物（第27図，図版16）

須恵器杯身，土師器甕・甑が出土した。

48は須恵器杯身である。底部は平坦でなく，丸みをもち，底部から緩やかにカーブした後，口

縁部にかけてカーブが急になる。端部はやや尖り気味におさめている。底部は内外面ともナデと

思われる。その他は回転ナデである。復元口径は9.6cm,器高は3.75cmと，小さい口径の割には

深さがある形態である。

49は土師器甕である。口縁部は短く外反し，端部を丸くおさめる。胴部の膨らみはなく，直線

的である。口頚部はヨコナデである。胴部内面はヘラケズリと思われ，外面はナデと思われるが
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第27図SD7出土遺物実測図(1:3)
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明瞭ではない。

50は土師器甑である。体部が直線的で,上部がすぼまる形態である。下端部付近でわずかに内

湾し，端部は丸くおさめる。下端部はヨコナデを施すが，体部内面はヘラケズリ，体部外面は縦

方向の粗いハケ目である。体部に把手が残存しており，斜め上方に直線的に伸び、断面は長円形

である。

その他，須恵器甕・台付椀，土師器甑把手が出土しているが，細片のため図示できなかった。

(8) SD8

検出遺構（第22図図版6-c, 7-b)

SAl･SX3の西に位置する南北方向の溝状遺構である。南部で東側に折れ曲がっており，

北側は自然に不明瞭となっている。西側南半部は二段落ちになっている。長さ4.45m,幅0.35~

0.6m,深さ0.01～0.19mである。底面はほぼ平らである。 SAlと直交することから両遺構は

関連が深いものと思われる。また, SD8はSB6の内部にあるが， 同時期に存在したものでは

な<, SD8の方が古い。

出士遺物

遺物は出土していない。

(9)SD9

検出遺構（第22図，図版6-c)

SB6の東に位置する南北方向の溝状遺構で, SB6との距離はl.6～1．8mである。 SX3の

内部北側にあり，北端はピットに切られて，消滅している。長さl.72m,幅0.13～0.31mで，深

さ0.02～0.04mの小規模な溝状遺構である。底面はほぼ平らである。SX3の西辺とほぼ平行す

るが， これに伴うかどうかは不明である。

出士遺物

遺物は出土していない。

(10) SD10

検出遺構（第4図）

調査区南部に位置する東西方向の溝状遺構である。他の遺構とは時期が異なり，現代に近い時

期の遺構である。 SBlの南部, SB3の中央部を切っている。長さは現状で約25m, IgO.44

～0.88m,深さ0.02～0.16mである。底部は東に向かって下っている。

出土遺物

流れ込んだ須恵器，土師器が出土しているが，いずれも細片のため図示できなかった。また，

鉄津が微量(13.7g)出土している。
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(11)SD11

検出遺構（第1l図）

SB3の南側貼床下で検出した東

西方向の溝状遺構である。現状で長

さ2.64m,幅0.89～1.02m,深さ0.1

~0.15mで， さらに東側に続いてい

る。比較的幅の広い溝状遺構で，底

面はほぼ平坦である。覆土は黄灰色

土である。南側肩部がSB3aの壁

溝肩部とほぼ重なっている。貼床下

から検出し, SB3aの壁溝よりも

深く掘り込まれていることからSB

3aよりも古い遺構と考えられる。

出士遺物

遺物は出土していない。

。’

沁5士坑

土坑は7基検出した。そのうちS

KlはSB1, SK2はSB2に伴

うと考えられることから，竪穴住居

跡のそれぞれの項に記述した。

(1)SK3

検出遺構（第1l図図版3－c, 4

-a, 12-a)

SB3の南西端に位置する土坑で

ある。SB3と切り合い関係にあり，

SK3の方が新しい。平面形は長円

形であるが，南部が窪んでいる。長

径1.52m×短径約1.27m,深さ0.36

~0.5mで， 中央部がやや深くなっ

ている。

出士遺物

遺物は出土していない。
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第28図SK4･5実測図(1 :40)

(2)SK4．5
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検出遺構（第28図）

SB1の北西10.6m, SB9の南東5.9mに位置する土坑である。 SX1の南東端にあり, S

Xlとほぼ同時期の遺構と考えられる。 2つの土坑が重なっており，新旧関係はSK4よりSK

5の方が古いが，時期差はそれほどないと思われる。 SK4は不整円形で，長径約l.7m,短径

l.61m,深さ0．47mであり, 3段に掘り込まれている。 SK5は長円形で，長径約2.2m,短径

0.87m,深さ0.26～0.4mで，西側は二段落ちになっている。 2基の土坑の底面のレベル差はほ

とんどない。壁面・底面はともに黄白色粘土で，周辺にも黄白色粘土が堆積していることから，

粘土を採掘した痕跡の可能性が考えられる。

出士遺物

遺物は出土していない。

(3)SK6

検出遺構（第29図）

SBlの南西8.2m, SB2の北西6.7mに位置する土坑である。平面形は長円形で，長径l.75

In,短径0.72mで，北東部に比べ南西部が広くなっている。4段に掘り込まれており，最深部の

深さ0.61mである。壁面･底面はともに白色粘土で，周辺にも白色粘土が堆積していることから，

粘土を採掘した痕跡の可能性が考えられる。

出士遺物

遺物は出土していない。

(4)SK7

検出遺構（第30図，

図版12-b)

SB1の南東2.55

m, SB2の北東

3.85m, SB3の南

西3.35m, SB4の

北西5.15mに位置

し， 4軒の竪穴住居

跡の間にある土坑で

ある。平面形はほぼ

円形で，長径1．3m,

短径1．25m, 深さ

0.36mである。南東

部は二段落ちになっ
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第29図 SK6実測図(1 :30)
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ている。断面は基本的には揺鉢状であるが，底面には径

0.04～0.29mの窪みが多く存在する。これらの窪みは遺

構に伴うものではなく，木根の痕跡の可能性も考えられ

る。肩部に2か所，小範囲ではあるが熱を受けて赤変し

た部分が見られる。覆土は基本的には黒褐色土で，炭化

物を多く含む。

出士遺物

遺物は出土していない。
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6その他の遺構

(1) SX1

検出遺構（第4図）

SB7の南西, SB9の南東に位置する不整形の落込

みである。規模は南北方向7.9m,東西方向4.6m,深さ

0.01～0.08mであり，全体的に浅い。北側は不明瞭とな

るが，本来はSX2と連結していたと考えられる。南東

端にSK4． 5があり，粘土を採掘した跡と考えられる

ことから， この落込みも粘土を採掘した跡の可能性が考

えられる。

出士遺物

遺物は出土していない。

2

黒褐色土（炭化物を多く含む）

黒褐色土（榿黄色土をわずかに含む）

暗黄色土（黒褐色土・栂黄色土を含む）

0 1m
トー一一

１
２
３

第30図SK7実測図(1 :30) (アミ目は

焼土範囲）

(2)SX2

検出遺構（第5図，図版9－a ． b)

SB7の南西に位置する不整形の落込みで，南部でSXlと連結していたと考えられる。 SB

7とは切り合い関係にあり, SB7の方が新しい。規模は南北方向7.05m,東西方向4．15m,深

さ0.01～0.28mである。南東部は長さ3.25m,幅0.65～0.9mの溝状に掘っており，周囲より

0.01～0.07m深くなっている。また， 中央西寄りは長径2.4m,短径1.63mの長円形に掘り込ま

れており，周囲より0.02～0.18m深くなっている。SX1と同じく， この落込みも粘土を採掘し

た跡の可能性が考えられる。

出土遺物

遺物は出土していない。

(3)SX3

検出遺構（第22図図版6－c, 7-b)
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SB6の東に位置する方形の遺構である。 SAl･SB6･SD9とは切り合い関係にある。

SAl･SB6より古いが, SD9との新旧関係は不明である。竪穴住居状を呈するが，柱穴に

相当するものは確認されていない。南北方向の方位はN8｡ Eを指し, SAl ・ SB6とずれて

いる。規模は南北方向が西側3.7m,東側4.5mである。東側は調査区外となっており，東西方向

は北壁が現状で2.6m,南壁が約2.8m残存している。正方形ではなく，南壁は直角よりも広く

なっている。壁高は最も残りの良い西壁で25cm,北壁で5cm,南壁で13cmである。底面はほぼ

平らであるが，東側に向かって次第に低くなる。なお，東側には長さ83cm,幅44cmの範囲に焼

土が集中している。

出士遺物（第31図，図版16)

須恵器杯身，土師器小型椀・甕が出土した。なお，本遺構出土の土師器甕片とSX4出土の土

師器蕊（74）が接合したが，詳細はSX4の項に記載した。

51．52は須恵器杯身である。51のたちあがり部は内湾気味に立ち上がり，受部は水平に伸びて

いる。全体に回転ナデを施す。52のたちあがり部は短く内傾して立ち上がり，受部はやや上方に

伸びている。底部は残存していないが，全体に回転ナデを施す。

53は土師器小型椀である。底部は丸みをもち，体部との境でカーブが急になり，口縁部にかけ

て内湾気味に立ち上がる。口縁部はヨコナデ，底部内面はナデ，体部外面下部に指頭圧痕が残る

が，底部外面の調整は不明である。復元口径9.8cm,器高5.3cmである。

54．55は土師器甕である。54の口縁部はカーブを描きながら外反し，端部は丸くおさめる。口

頚部はヨコナデで，胴部内面はヘラケズリ，外面は縦方向のハケ目である。55は口縁部が短く緩

やかに外反し，胴部がやや膨らんでいる。口頚部はヨコナデで，胴部上部内面はヘラケズリ後ナ

丑5！ ＝夛5，

－ －一

1■■～
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、一ｰ

､寺、へ宝＜ｧ、
35

釧“〆

、

～ 夕

I

0 10cm
一一

第31図 SX3出土遺物実測図(1 :3)
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デと思われ， 中位以下に指頭圧痕が残る。胴部外面は全体に指頭庄痕が残り，上部から中位にか

けて縦方向のハケ目がみられる。なお，外面には煤が付着している。復元口径は29.0cmである。

口径に比べると器高が低いタイプである。

その他，須恵器蕊，暗文土師器が出土しているが，細片のため図示できなかった。暗文土師器

は破片が2点出土しており，椀と推定される。

(4) SX4

検出遺構（第32図，図版8-a･b･c)

SB6とSB7の間に位置する大規模な土坑状の遺構である｡ SB6からの距離は0.3m, S

B7からの距離は0.35mであり，掘立柱建物跡に近接している。北西端はSD6とつながる。東

端が不明瞭であるが，平面形は基本的には長円形である。南西が膨らんでおり， 2基の土坑が重

なったような形である。東西方向約4.55m,南北方向が東側で1.97m,西側で2.90m,深さは

東側が0.26m,西側が0.56mである。西側底部には長円形に淡黄色粘質土が貼られており，その

範囲は長径2.15m×短径l.4mである。その粘質土を取り除くと，最深部で0.74mになる。北東

部においてl.15m×1.Omの範囲に焼土と炭化物が集中する部分が見られる。その厚さは最大で

23cmある。この中央北部に20cm大の石がある。なお，小さい窪みが北部に3,西部に1存在す

るが遺構に伴うものではなく，木根の痕跡の可能性がある。

本遺構から多量の土器が出土した。なかでも北東部の焼土・炭化物集中範囲付近で土器がまと

まって出土する土器集中箇所が見られた。西部からも土器は出土しているが，東部に比べると出

土量は少ない。

本遺構はSB6の南端を画する施設でもあるが，用途はそれだけではないと思われる。遺構の

性格を特定することはできないが，後述するように出土遺物からも注目される遺構である。

出土遺物（第33．34図，図版17～19)

須恵器杯蓋・杯身・高杯，暗文土師器椀，土師器小型椀・鍋・甕・甑が出土した。なかでも甑・

甕などの炊飯具が多数出土した。本遺構の出土土器の中には, SD6出土土器SX3出土土器

と接合するものもある。

56は須恵器杯蓋である。天井部から口縁部にかけて緩やかにカーブして下がり，口縁端部はや

や外反気味に終る。全体に回転ナデを施す。復元口径は15.0cmである。

57は土器集中箇所から出土した須恵器杯身である。底部は平坦でなく，丸みをもつと推定され

る。口縁部まで緩やかなカーブを描き，端部はやや尖り気味におさめている。底部は内外面とも

ナデと思われる。その他の部位は回転ナデである。復元口径は10.6cmと小さいが，器壁は厚い。

58は土器集中箇所から出土した須恵器高杯脚部である。脚部はラッパ状に大きく開いている。

脚端部は下方に屈曲させて，面を作り出している。全体に回転ナデを施す。復元底径は8.6cmで

ある。焼成は不良で，灰白色を呈す。

59は土器集中箇所から出土した暗文土師器椀である。底部から緩やかに内湾して立ち上がり，
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第32図SX4実測図(1 : 40) (アミ目密は焼土． アミ目粗は炭化物範囲）



端部はやや内傾する。内面に上下2段にわたり放射暗文を施す。外面は横方向の細かいヘラミガ

キを施している。器壁は薄く丁寧に仕上げている。胎士は精良であり，黄褐色の胎士の上に内外

面とも淡赤褐色の彩色がなされている。復元口径は17.9cmである。

60･61は土師器椀である。60は焼土・炭化物集中部分から出土した。底部は丸みをもち，体

部との境でカーブが急になり，口縁部にかけて内湾気味に立ち上がる。端部は尖り気味におさめ

る。口縁部はヨコナデ，底部は内外面ともナデ，体部外面に指頭圧痕も残るが，ナデを施してい

る。口径9.0cm,器高4.9cmである。61は底部が丸<,体部から口縁部まで緩やかなカーブを描

き，端部は丸くおさめる。全体の形はほぼ半球状を呈す。口縁部は横ナデ，底部内面はナデ，外

面には指頭圧痕も残るが， ナデを施す。形にやや歪みがあり， 口径9.l～9.3cm,器高5.45cmで

ある。

62は土器集中箇所から出土した土師器鍋である。体部は斜め方向に直線的に伸び,口縁部は緩

やかに外反し，端部付近で上方に立ち上がり， 凹線が廻る。口縁部及び内面がヨコナデ，外面の

一部にハケ目が残る。復元口径18.9cmである。

63～74は土師器翌である｡64．67･70．72は土器集中箇所から出土した。63は口縁部が短く

強めに外反し，端部は丸くおさめる。胴部は若干膨らみ，頚部内面に稜をもつ。口頚部はヨコナ

デで，胴部内面はヘラケズリ，外面は縦方向のハケ目を施す。64は口縁部が短く強めに外反し，

胴部はあまり膨らまない。口頚部はヨコナデで，胴部内面はヘラケズリ後ナデ，胴部外面の調整

は不明であるが,指頭圧痕が残る部分もある。65はSD6出土の破片と接合したものである。口

縁部は短く外反し，胴部がやや膨らんでいる。口頚部はヨコナデで，胴部内面はヘラケズリによ

り器壁を薄くし，外面はハケ目である。66は口縁部が短く外反し，胴部はあまり膨らまない。口

頚部はヨコナデで,胴部内面はヘラケズリ，外面の調整は不明である。67は口縁部が短く外反し，

胴部は膨らまず，緩やかに内湾し，卵形を呈す。口縁部はヨコナデで，胴部内面は粗いナデ，胴

部外面は摩滅のため調整は不明である。復元口径14.9cmと小型であるが,大きさの割に器壁が厚

い。68は口縁部がゆるやかに外反し，端部付近で強く外反する。胴部は膨らまない。口頚部はヨ

コナデで，胴部内面はヘラケズリで器壁を薄くし，外面はハケ目である。復元口径は18.8cmであ

る。69は口縁部が短く外反し，端部を丸くおさめる。胴部がやや膨らみ，胴部の器壁は厚い。口

頸部はヨコナデで，胴部内面はヘラケズリであるが，頚部の下側はナデを施す。胴部外面の調整

は不明である。復元口径17.8cmである。70は口縁部が短く外反し,胴部はやや膨らんでいる。口

頚部はヨコナデで，胴部内面はへうケズリ後ナデを施し，外面にはかすかにハケ目が残る。復元

口径は21.8cmである｡71は口縁部が短く外反し，胴部は中位で若干膨らむ。口頚部はヨコナデ

で,胴部内面はヘラケズリ，外面は摩滅のため調整は不明である。復元口径16.2cmと小型である。

72は口縁部が短く外反し，頚部内面に稜をもつ。胴部はわずかに膨らむ。口頚部はヨコナデで，

胴部内面はヘラケズリ後ナデと思われ,外面の調整は不明である。復元口径は20.7cmである。73

は口縁部が緩やかに外反し，胴部がやや膨らんでいる。口頸部はヨコナデで，胴部内面はナデ，

外面はヘラケズリ後ナデと思われる。口径は19.6cmである。74は底部から胴部にかけての部位が
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主にSX3,胴部から口縁部にかけての部位が主にSX4から出土した。形は左右対称ではなく，

歪みがあり，胴部は膨らみが強い部分とあまり膨らみがない部分がみられる。しかし，全体的に

は胴部はあまり張らずに長胴形を呈している。口縁部は短く外反し， 口縁端部付近で外反が強ま

る箇所もある。体部と底部の境は明瞭であるが,底部はやや丸味をおびる。口頚部はヨコナデで，

胴部から底部にかけての内面はヘラケズリして器壁を薄くし，頚部内面に稜をもつ。外面は胴部

中位や下部に指頭圧痕が残る部分もあるが，全体的に調整は不明瞭である。外面に煤が付着して

いる。復元口径18.2cm,復元器高26.lcmである。

75.76は土師器甑である。75は土器集中箇所から出土した。口縁部は器壁を次第に薄くしなが

ら短く外反し，端部を丸くおさめる。体部は緩やかなカーブで頚部から下方に続き，下部で内湾

する。口縁部がヨコナデで，体部外面上部に指頭圧痕が残り，外面中位以下及び内面がヘラケズ

リ後ナデと思われる。外面下部に煤が付着している｡76は甑の下部である。体部はやや内湾しな

がら斜め上方に伸びている。下端部はヨコナデを施し，丸くおさめている。体部内面はヘラケズ

リ，外面はハケ目である。

77～79は土師器甑の把手と考えられる。77は水平方向に伸び,断面は楕円形に近い。78は水

平方向に伸びるが， 中央がやや細くなっている。断面は円形に近い。 79は上方にわずかに湾曲

し、先端部を欠損している。断面はややいびつな楕円形である。

その他，須恵器甕・平瓶，すさが入ったカマド片が出土しているが，細片のため図示できな

かった。また，鉄片と鉄澤（2点，計37.5g)が少量出土した。

7調査区内出士遺物（第35図図版19）

80はSB6の北東に位置するピットから出土したかえりのある須恵器杯蓋である。口縁部しか

残存していないため，つまみの有無は不明である。かえりと受部が共に小さい。全体に回転ナデ

を施す。

81は表土から出土した須恵器高杯脚部である。脚部はラッパ状に大きく開いている。脚端部は

下方に屈曲させ，面を作り出している。全体に回転ナデを施す。底径は8.7cmである。焼成は不

良で，灰白色を呈す。

82は表土から出土した須恵器台付椀である。椀に短い台部が付くと思われるが,台部は欠損し

ている。椀部は体部から口縁部にかけ

てやや外傾して立ち上がり,端部を丸＝、80
<おさめる。体部中位に1条の沈線が ‐

廻る。復元口径は14.5m,椀部の高さ ！
■■■■■■■■■■■■■

b－

は8.6cmである。

その他表土から土師器甕・甑が出

－

1 1 J

Rク
81

土しているが，細片のため図示できな 0 10cm
トー一

かつた。 第35図調査区内出土逝物実測図（1 ：3）

－48－
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Ⅱ
β
Ｕ
■
曲

遺
番

勿
号
出土
逝櫛

種別・器種 計測値 調整 色調 胎土 備考

1 SBl
須恵器．
杯蓋

外、
内匝

回転ナデ
回転ナデ

タ
は
面：暗青灰色
面：淡青灰色

精綴 かえり無

2 SBl
須恵器．
杯蓋

外面

内面

天井部一ヘラケズリ後ナデ，その他一
回転ナデ
回転ナデ

灰白色 細砂を含
む

かえり有
焼成やや不良

3 SBl
須恵器．
杯身

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

外面
内面

暗灰色
灰色

砂粒を含
む

かえり有

4 SBl
須恵器．
杯身

外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

外面：青灰色
内面：淡灰色

砂粒を多
<含む

かえり有
外面に自然釉がか
かる

5 SB1
須恵
杯身

器．
I
夏元口径: 13.3cm
夏元器高:3.2cm

外面
内面

底部一ヘラケズリ，その他一回転ナデ
回転ナデ

外面：淡青灰色
内面：灰色

細砂を含
む

かえり有

6 SBl 土師器・蕊
外面
内面

ヨコナデ

ヨコナデ

淡茶色 細砂を含
む

外面に黒斑有

7 SBl 土師器・蕊
外面
内面

胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

淡榿黄色 砂粒を含
む

8 SBl 土師器・翌
復元口径: 13.1cm 外面

内面
胴部一不明，口頚部一ヨコナデ
胴部一指頭圧痕．口頚部一ヨコナデ

黄褐色 細砂を含
む

小型の蕊

9 SBl 土師器・翌
復元口径: 19.4cm 外面

内面
口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

淡榿褐色 砂粒を多
<含む

10 SB2
須恵器．
杯蓋

夏元口径: 13.2cm
夏元器高:3.8cm

外面：天井部一不明，その他一回転ナデ
内面：回転ナデ

外面：灰色
内面：淡灰褐色

細砂を含
む

かえり無
外面全体に緑褐色
の自然釉

11 SB2
須恵
杯蓋

器．
I
夏元口径
夏元器高

13.4cm
3.9cm

外面：天井部一へラ切り，その他一回転ナデ
内面一回転ナデ

淡茶灰色 砂粒を含
む

かえり無

12 SB2
須恵器．
杯身

復元口径: 13.8cm 外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

淡青灰色 砂粒を多
<含む

かえり有
外面一部が淡黒褐
色（後に火熱を受
けたためか？）

13 SB2
土師器・高
杯（脚部）

底径:5.4cm 外面：脚部一ヘラミガキ，杯部一ナデ？
内面：脚部一ナデ,脚端部一ヨコナデ，

一ナデ

杯部
底面：淡黒褐色
その他：暗褐色

砂粒を含
む

小型の高杯
土製支脚（支脚型
土器)の可能性有

14 SB2 土師器・喪
胴部最大径：

22."m

外面
内面

胴部一ハケ目
胴部一ヘラケズリ．底部一不明

灰茶色 砂粒を含
む

胴部外面全体に煤
付着

16 SB3
須恵器。
杯蓋

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

青灰色 細砂を含
む

17 SB3
須恵器・高
杯（脚部）

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

外面：黒褐色
内面：淡茶灰色

細砂を含
む

外面に自然釉がか
かる

18 SB3 土師器・喪
復元口径:9.4cm 外面

内面
胴部一不明．口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

淡赤褐色 精綴 小型の蕊
胴部外面に煤付着

19 SB3 土師器・翌

復元口径: 10.3cm 外面：不明
内面：不明

外面：榿褐色
内面：淡榿褐色

細砂を含
む

小型の甕
焼成やや不良
全体的に摩滅が著
しい

20 SB3 土師器・蕊
外面
内面

胴部－粗いハケ目，口縁部一ヨコナデ
胴部一ハケ目か？，口縁部一ヨコナデ

淡榿褐色 細砂を含
む

胴部外面に煤付着

21 SB4
須恵器．
杯蓋

外面
内面

天井部一へラ切り，その他一回転ナデ
回転ナデ

灰色 細砂を含
む

かえり無

22 SB4
須恵器．
杯蓋

復元口径: 13.1cm
復元器高:4.1cm

外面

内面

天井部一へラ切り後ナデ，その他一回
転ナデ
天井部一ナデ．その他一回転ナデ

外面：青灰色
内面：暗青灰色

細砂を含
む

かえり無
焼成やや不良

23 SB4
須恵器．
杯身

外面：回転ナデ
内面：回転ナデ

外面：灰褐色
内面：淡青灰色

精綴 かえり有
外面に薄く自然釉
がかかる

24 SB4 土師器・翌
外面
内面

口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡榿褐色
淡黄褐色

精綴 小型の甕
焼成やや不良

25 SB4 土師器・喪
外面
内面

胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡榿褐色
淡黄褐色

砂粒を多
<含む

26 SB4
土師器・甑
(把手）

外面
内面

ナデ
ヘラケズリ

淡黄褐色 砂粒を含
む

断面は楕円形

28 SD2
須恵器．
杯蓋

復元口径: 12.4cm
器高：3.6cm

外面

内面

天井部一へラ切り後ナデ．その他一回
転ナデ
天井部一ナデ．その他一回転ナデ

灰白色 細砂を含
む

かえり無
焼成不良

29 SD2 土師器・艶
外面
内面

口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ，口頚部一ヨコナデ

外面：灰白色
内面：淡黄灰色

細砂を多
<含む

30 SD3
須恵器・高
杯

復元底径: 10.3cm 面
面

外
内

回転ナデ
脚部一回転ナデ，杯部一ナデ

淡青灰色 精綴 焼成不良

31 SD3
土師器．
手づくね椀

復元口径:5.9cm
器高:4.7cm

外面
内面

指頭による整形後ナデ
指頭圧痕

外面
内面

黄灰色
淡褐色

砂粒を多
<含む

32 SD3 土師器・翌
復元口径:21.0cm 外面

内面
体部一不明，口縁部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ？，頚部一ハケ目？

外面
内面

淡赤褐色
黄褐色

細砂を多
<含む

33 SD3 土師器・甑
外面：体部－粗いハケ目，
内面：ハケ後ヨコナデ？

リ

口縁部一ヨコナデ
(上部） ヘラケズ

外面：淡黄灰色
内面：淡黄褐色

砂粒を多
<含む

内外面とも黒斑有
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遺物
番号

出土
遺櫛 種別・器種 計測値 調整 色調 胎土 備考

34 SD3 土師器・甑
復元口径:222cm 外面

内面

指頭による整形後ナデ（上部）
目

ハケ

体部一ヘラケズリ．口縁部一ヨコナデ

ツト皿：恢功竜働巴

内面：赤褐色
砂粒を多
<含む

把手がつく
内外面とも黒斑有

35 SD3
土師器・甑
(把手）

外面
内面

ナデ

ヘラケズリ
外面
内面

淡橿褐色
淡黄灰色

砂粒を多
〈含む

断面はいびつな円
形

36 SD5
須恵器．
杯身

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

外面
内面

灰色
淡青灰色

砂粒を含
む

かえり有

37 SD5
須恵器．
高杯

復元口径
復元底径
復元器高

14.1cm

ｍ
、

改
仇

９
８

外面：回転ナデ

内面：底部一仕上げナデ，その他一回転ナ
デ

淡青灰色 砂粒を含
む

かえり無

38 SD5 土師器・椀
復元口径: 10.0cm
器高：3.7cm

外面：体部一指頭圧痕（上部） ，ハケ目
内面：底部一指頭圧痕，その他一ヨコナデ

外面：黄褐色
内面：淡榿褐色

粗砂を多
<含む

外面に黒斑有
須恵器杯身を模し
たものか？

39 SD5 土師器・翌 外面
内面

胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

淡灰褐色 細砂を多
<含む

内外面とも黒斑有

40 SD6
須恵器．
杯身

復元口径:9.7cm
器高:3.25cm

外面
内面

一
ナ
ー
ナ

ナ
ナ

ー
ー

部
部

底
底

その他一回転ナデ
その他一回転ナデ

乳白色 細砂を含
む

焼成不良

41 SD6
須恵器。
高杯

復元底径:9."m 外面
内面

回転ナデ

杯部一仕上げナデ．脚部一回転ナデ
外面
内面

青灰色
淡青灰色

砂粒を含
む

42 SD6 土師器・椀
口径：8．4～9．0

c、

器高:4.75cm

外面
内面

指頭圧痕
指頭による形成後ナデ

外面：淡黒褐色
内面：淡褐色

細砂を含
む

小型の椀
形にやや歪み有

43 SD6 土師器・蕊 外面
内面

胴部一不明，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡茶灰色
淡褐色

砂粒を含
む

頚部内面に稜有
外面に黒斑有

44 SD6 土師器・翌
外面
内面

胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ後ナデ，口頚部一ヨ
コナデ

外面：淡黄灰色
内面：灰褐色

砂粒を含
む

45 SD6 土師器・蕊
復元口径: 18.2cm 外面

内面
胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡赤褐色
褐色

砂粒を多
く含む

内外面とも黒斑多
し

46 SD6 土師器・蕊
復元口径:27.4cm 外面

内面
胴部一ナデ，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡褐
灰褐

砂粒を多
く含む

47 SD6
土師器・甑
(把手）

外面
内面

ナデ

ヘラケズリ
外面
内面

暗黄
淡灰

色
色
砂粒を多
〈含む

断面は円形に近い

48 SD7
須恵器.
杯身

復元口径:9.6cm
復元器高:3.75cm

外面
内面

底部一ナデ？，その他一回転ナデ
底部一ナデ，その他一回転ナデ

淡灰白色 砂粒を多
<含む

焼成不良

49 SD7 土師器・蕊
外面
内面

胴部一ナデ？，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ？，口頚部一ヨコナ
デ

淡黄褐色 砂粒を含
む

50 SD7 土師器・甑
外面

内面

体部一ハケ目，握手一ナデ，口縁部一
ヨコナデ

体部一ヘラケズリ．口縁部一ヨコナデ

燈褐色 砂粒を多
く含む

体部に把手がつく

51 SX3
須恵器．
杯身

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

暗灰色 砂粒を含
む

かえり有

52 SX3
須恵器．
杯身

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

外面
内面

黒灰色
暗灰色

細砂を含
む

かえり有

53 SX3 土師器・椀
復元口径:9.8cm
器高:5.3cm

外面

内面

底面一不明，体部一指頭圧痕，
部一ヨコナデ
底部一ナデ，その他一ヨコナデ

口縁 外面：淡黄灰色
内面：黄灰色

砂粒を含
む

小型の椀
内外面に黒斑有

54 SX3 土師器・蕊 外面
内面

胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面：淡赤褐色
内面：淡茶色

砂粒を多
<含む

55 SX3 土師器・蕊
復元口径:29.0cm 面

面
外
内

胴部一指頭圧痕・ハケ目，口頚部一ヨ
コナデ

胴部一指頭圧痕・ヘラケズリ後ナデ

淡榿褐色 砂粒を含
む

外面に煤付着

56 SX4
須恵器．
杯蓋

復元口径: 15.0cm 外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

外面
内面

暗青灰色
淡青灰色

細砂を含
む

57 SX4
須恵器．
杯身

復元口径: 10.6cm 外面
内面

底部一ナデ，
底部一ナデ，

その他一回転ナデ
その他一回転ナデ

外面
内面

暗灰白色
灰白色

細砂を含
む

焼成不良

58 SX4
須恵器・高
杯（脚部）

復元底径：8.&m 外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

灰白色 細砂を含
む

焼成不良

59 SX4
暗文土師
器椀

復元口径:17.9cm 外面
内面

本部一ヘラミガキ．口縁部一ヨコナデ
2段の放射暗文

胎土は黄褐色
淡赤褐色に彩
色

細砂を含
む

60 SX4 土師器・椀
皿
、

止
馳

９
４

●
●
○
●

径
高

口
器

外面

内面

口縁部一ヨコナデ，その他一ナデ（体
部に指頭圧痕）
底部一ナデ,体部一ヨコナデ

淡黄褐色 細砂を含
む

内外面とも一部黒
斑有

61 SX4 土師器・椀
口径:9.1～9.3

C、

器高:5.45cm

外面

内面

口縁部一ヨコナデ，その他一ナデ･指
頭圧痕
底部一ナデ，体部一ヨコナデ

外面：淡黒褐色
内面：淡赤褐色

細砂を含
む

外面の一部赤褐色
形にやや歪み有

62 SX4 土師器・鍋 復元口径： 18.9cm 外面
内面

体部一ハケ目，口縁部一ヨコナデ
ヨコナデ

淡褐色 砂粒を含
む

口縁端部下側に凹
線

63 SX4 土師器・翌 外面
内面

阿部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ
可部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面：淡榿褐色
内面：灰褐色

砂粒を多
<含む

頚部内面に稜有
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遺
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出土
遮栂

種別・器種 計測値 調整 色調 胎土 備考

64 SX4 土師器・翌

外面：胴部一不明・指頭圧痕，口頚部一ヨコ
ナデ

内面：胴部一ヘラケズリ後ナデ，口頚部一ヨ
コナデ

外面：榿褐色
内面：淡榿褐色

砂粒を含
む

65 SX4 土師器・喪
外面
内面

胴部一ハケ目
胴部一へラケ銅

頚部一ヨコナデ
口頚部一ヨコナデ

淡褐色（外面一
部淡黒褐色）

粗砂を含
む

SD6出土破片と
接合

66 SX4 土師器・蕊
外面
内面

胴部一不明，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡褐色
淡黄褐色

細砂を多
く含む

外面の一部煤付着
焼成やや不良

67 SX4 土師器・喪
復元口径: 14.9cm 外面

内面
不明
胴部－粗いナデ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡赤褐色
淡褐色

砂粒を多
<含む

小型の蕊

68 SX4 土師器・喪
復元口径: 18.&m 外面

内面
胴部一ハケ目．口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口頚部一ヨコナデ

外面
内面

淡黄褐色
淡黄灰色

細砂を含
む

外面に煤付着
内外面とも黒斑有

69 SX4 土師器・翌
復元口径: 17.8cm 口頚部一ヨコナデ

ズリ，頚部下側一ヘラケ
，
ケ

明
ラ
デ

外面：体部一不
内面：胴部一ヘ

ズリ後ナ

外面：榿褐色
内面：淡榿褐色

砂粒を含
む

70 SX4 土師器・翌
復元口径：21.&m 外面：胴部一ハケ目，口頚部一ヨコナデ

内面：胴部一ヘラケズリ後ナデ，口頚部一ヨ
コナデ

淡榿褐色 細砂を多
く含む

71 SX4 土師器・翌
復元口径: 16.2cm 外面

内面
胴部一不明，口頚部一ヨコナデ
胴部一ヘラケズリ．口縁部一ヨコナデ

外面
内面

淡赤褐色
淡榿褐色

砂粒を多
<含む

小型の甕

72 SX4 土師器・蕊
復元口径:20.7cm 外面：胴部一不明，口頚部一ヨコナデ

内面：胴部一ヘラケズリ後ナデ？、口縁部一
ヨコナデ

外面：淡黄褐色
内面：淡黄灰色

砂粒を多
<含む

頚部内面に稜有

73 SX4 土師器・蕊
復元口径: 19.6cm 外面

内面

胴部一ヘラケズリ後ナデ？，口頚部一
ヨコナデ
胴部一ナデ．口頚部一ヨコナデ

淡榿褐色 砂粒を多
<含む

口縁部周辺に黒斑
有

74 SX4 土師器・喪

復元口径: 18.2cm
復元器高:26.1cm

外面：胴部一不明・指頭圧痕口頚部一ヨコ
ナデ

内面：胴部～底部一ヘラケズリ，口頚部一ヨ
コナデ

外面：淡赤褐色
内面：淡褐色

砂粒を多
<含む

SX3出土破片と
接合
外面に煤付着

75 SX4 土師器・甑

外面：体部一指頭圧痕（上部）
後ナデ？

内面：体部一へ
ヨコナデ

ヘラケスリ

ラケズリ後ナデ？，口縁部一

淡赤褐色 粗砂を多
く含む

外面下部に煤付着

76 SX4 土師器・甑
外面
内面

体部一ハケ目．下端部一ヨコナデ
体部一ヘラケズリ．下端部一ヨコナデ

外面
内面

榿灰色
榿褐色

細砂を多
く含む

内面全体に煤付着

77 SX4
土師器・甑
(把手）

外面
内面

ナデ
ヘラケズリ

外面
内面

淡褐色
淡青灰色

砂粒を多
く含む

断面は楕円形に近
い

78 SX4
土師器・甑
(把手）

外面
内面

ナデ
ヘラケズリ

外面
内面

淡灰褐色
黄灰色

細砂を含
む

断面は円形に近い
焼成やや不良

79 SX4
土師器・甑
(把手）

外面
内面

ナデ
ヘラケズリ

外面
内面

榿灰色
榿褐色

粗砂を多
<含む

断面はいびつな楕
円形

80
調査区
ピｯﾄ

須恵器。
杯蓋

外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

灰白色 細砂を含
む

かえり有
焼成やや不良

81 表土
須恵器・高
杯（脚部）

底径:8.7cm 外面
内面

回転ナデ
回転ナデ

灰白色 砂粒を含
む

焼成不良

82 表土
須恵器．
台付椀

復元口径: 14.5cm
椀部高:8.6cm

外面

内面

底部一ヘラケズリ後ナデ，その他一回
転ナデ
同転ナデ

外面：淡灰褐色
内面：灰褐色

砂粒を含
む

体部中央に1条の
沈線

遺物番号 出土遺構 種別 長さ
百
田巾 厚さ 重量 備考

15 SB2 砥石 9.75cm c、 C、 253.59 凝灰岩？

27 SB4 砥石 10．6cm 6.1cm c、 377.49 凝灰岩？



Vまとめ

向江田中山遺跡は,竪穴住居跡と掘立柱建物跡を中心とする古墳時代末～古代の集落跡である。

しかし，一般的集落とは異なる点もあり， ここでは調査成果を整理して，本遺跡の性格について

若干の考察を行い， まとめとしたい。

（1）竪穴住居跡について

調査区南側で検出した4軒の竪穴住居跡は，いずれも平面形は方形で，一辺5.4～6.9mの規模

である。床面は黄色土で造成（貼床） しており， 4本柱で柱穴に径18～22cmの円形の柱痕跡が

認められる。4軒のうちSBl･3･4の壁際には， カマドが築かれている。また, SB1とS

B3は，建て替えが行われ，建物の拡張が行われている。

SBl出土の須恵器杯身(5)は，器高が低く扁平で， たちあがり部が短く内傾し, SB4出
〈l）

士の須恵器杯蓋（22）の口縁部は天井部から垂直に屈曲しており，陶邑Ⅱ型式5段階TK209
（2）

型式に比定される。また, SB4出土の須恵器杯身(23)はたちあがり部が高く，直線的に立ち

上がっており，陶邑Ⅱ型式4段階,TK43型式に比定され，他の須恵器に比べて古い形態を示し

ている。 SBl･4は6世紀第4四半期から7世紀初頭に造られた可能性があるが， それ以外の

須恵器は陶邑Ⅱ型式6段階TK217型式に比定されるものが中心で, SB2．3は， 出土遺物
から7世紀前半を中心とする遺構と思われる。

これらの竪穴住居跡は，当時としては一般的な住居跡であり，特筆すべき遺物は出土していな

い。 4軒の竪穴住居跡は，近接して建てられており，密接な関係があったことが想像できる。 S

Bl ．2からそれぞれ出土した須恵器高杯脚の破片が接合したことは， それを裏付けるものであ
る。

調査区北側で検出したSX3は，方形に掘り込んでおり，竪穴住居状を呈している。壁高は最

も残りがよい部分で25cmである。規模は南北方向が西側3.7m,東側4.5mで，東西方向は北壁

が現状で2.6m,南壁が約2.8m残存している。底面はほぼ平らで，東側に焼土集中部分があり，

炉跡の可能性がある。柱穴は確認されていないが，本遺構は竪穴住居跡であった可能性が考えら

れる。 SB6と切り合い関係にあり，本遺構の方が古い。本遺構出土の須恵器杯身(51)はたち

あがり部が比較的高く，陶邑Ⅱ型式4段階、TK43型式に比定される。 SB6に伴うと考えられ

るSD5出土の須恵器杯身(36) より古い形態を示している。

（2）掘立柱建物跡について

調査区中央部から北部にかけて検出した6棟の掘立柱建物跡は，注目される遺構である。建物

跡の規模は, SB5が2間以上×3間以上, SB6が2間×3H, SB7が2間×3間の総柱，

SB8が2間×3W, SB9がl間×2間以上, SB10がl間以上×2間以上である。

SB8は柱位置が不揃いで，いびつな平面形をしているが,その他の建物跡はきれいな方形で，
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柱穴は計画的に配置されており，建物方位はほぼ真北ないし，その直角方向を示す。 SB5～7

は南北方向に一直線に並んでいる。 SB5．6は同一の平坦面を造成し，建物を取り囲むように

溝を配置して区画していることから， 中心的な建物であった可能性が考えられる。 SB5の規模

は，現状で桁行方向5.8m,梁行方向3.7mで，平均柱間距離は桁行方向l.93m,梁行方向l.85

mである。柱穴は方形に近い円形または楕円形で,径40～60cmのものが多く，径約16cmの円形

の柱痕跡が残るものもある。 SB6の規模は桁行方向5.15m,梁行方向3.3mで，平均柱間距離

は桁行方向l.72m,梁行方向1.65mである。柱穴は方形に近い円形または楕円形で，径40～55

cmのものが中心であり，径約16cmの円形の柱痕跡が残るものもある。

SB7は総柱掘立柱建物跡で，高床倉庫と考えられる。規模は桁行方向7.3m,梁行方向2.75

mで，平均柱間距離は桁行方向2.43m,梁行方向l.38mである。ほかの建物跡に比べ，桁行方向

の柱間距離が長く，梁行方向の柱間距離が短い。柱穴は円形のものが多く，径約70cmと径約50

cmの2つの大きさがあり，径16～25cmの円形の柱痕跡が残るものもある。

遺物は，掘立柱建物跡を区画する溝からの出土が中心で，須恵器・土師器と少量の鉄津などが

ある。なかでも炊飯具である土師器甕・甑が多い。このことは，人々が住居として使用していた

掘立柱建物があったことを物語るものと思われる。さらに，計画的な建物配置により建てられて

いることから，単に住居として使用されたものではないと思われる。遺物の時期，特に須恵器に
（3）

ついては，向田裕始氏の編年では7世紀第2四半期に該当するとみられる。掘立柱建物と溝は一

連のものであり， その時期は7世紀前半～中頃と考えられる。

(3)SX4について

SB6の南端に伴うSX4は，東西約4.55m,南北2.0～2.9m,深さ0.6mの比較的大きい土

坑状遺構である。あるいは,小規模な竪穴住居状遺構ともいえる。北東部の1.15m×1.02mの範

囲に焼土と炭化物が集中しており，この中央北部に20cm大の石がある。これまでSX4について
（4）

は，東部にカマドがある巨大なカマド跡（竃屋） と報告されてきた。土師器甕・甑などの炊飯具

が多数出土している点，東部の焼土と炭化物が集中する部分がカマド跡で， その中央北部にある

石がカマドの袖石の可能性があるという点などから推察されたものである。古代豪族居宅は，掘

立柱建物を中心に構成されており，東日本では敷地内に竪穴建物1棟ないし数棟を伴う例が多い
（5）

とされ， それらの竪穴建物は主屋あるいは竃屋と推定されている。本遺跡のSX4については，

その規模や形状から主屋とは考え難く，竈屋の可能性が考えられる。

しかし，本遺構をカマド跡とするには，火熱を受けて焼けた部分が少ない， また，建物跡に近

すぎるという問題もある。そのため， カマド跡ではなく，割れた土器などを廃棄するための土坑

の可能性も考えられる。さらに，本遺構は東側に比べ，西側が広く，深くなっていることから，

1つの遺構ではなく， 2基の土坑が結合している可能性もある。遺物の整理を進めるなかで, S

X3出土の土師器喪の底部から胴部にかけての部位と, SX4出土の土師器甕の胴部から口縁部

にかけての部位が接合し，一個体（74） となることが明らかとなった。このことによりSX3で
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使用していた土器が破砕したため， あるいはSX3の役割が終了した段階で土器をSX4に廃棄

した可能性が高まった。また, SX3とSX4から暗文土師器の椀が出土している点からも両遺

構の関係が深いことが推察される。ただ,SD6出土の破片と接合したSX4出土土師器甕(65)

も確認されていることから, SX4出土のすべての土器がSX3から廃棄されたものではなく，

使用できなくなった土器を周辺の遺構から運んで廃棄したのではないかと考えられる。当初から

破砕した土器を廃棄する目的で造られたものか， それともカマドなどほかの目的で造られたもの

が後に土器を廃棄するために再利用されたかは不明である。しかし，最終的に廃棄土坑として使

用されたのは間違いない。

ただ，土師器蕊・甑の出土量が多いことから，近くにカマドがあったものと思われる。本遺構

が周辺の建物に居住する人々のための煮炊きを一括して行う大規模なカマド跡（竃屋）であった

可能性も完全に否定することはできない。現時点で,この遺構の性格を断定することはできない。

本遺構の性格として，①大規模なカマド跡であったものが，後に土器の廃棄のために使用される

ようになった，②カマド跡ではなく， 当初から廃棄士坑であった，③区画溝であったが，後に廃

棄土坑になった， という3つの可能性を示すにとどめておく。

なお, SX4, SB5に伴うと考えられるSD3, SB6に伴うと考えられるSD5からそれ

ぞれすさが入ったカマド片が出土しており，移動式カマドも使用されていたものと思われる。

（4）暗文士師器について

SX3とSX4から暗文土師器が出土している。暗文土師器は出土量が少なく， 日常生活に使

用されたものではないことが知られている。広島県内出土の暗文土師器については，安間拓巳氏
（6）

の研究がある。安間氏によると，県内の暗文土師器出土遺跡は，古墳（墳墓)，官衙関連遺跡集

落遺跡の3つに区分でき，古墳（墳墓）が全体の半数以上を占めている。そして，暗文土師器が

出土する古墳の大部分が，地域の有力者の墳墓である。また，暗文土師器出土の集落遺跡の多く

は，鉄・鉄器生産に関係していたこと，及び畿内の影響を受け始めた時期に出土数が増加してい

ることを指摘している。さらに， 関広尚世氏は暗文土師器を含む畿内産土師器について，畿内産
（7）

土師器と畿内系土師器に分類しており，畿内産土師器は「畿内で出土する土師器のように胎土や

調整方法すべてにおいて精綴な作りをめざしたもの」で，畿内系土師器は「ミガキ調整や丹を施

すなどの在地系の土器には用いられない技法が単発で使われながらも，胎土や調整の総合的な品

質が畿内出土の土師器のそれに追いつかない」ものとしている。

向江田中山遺跡のSX3からは暗文土師器の破片が2点出土しているが，小片のため図示して

いない。椀と思われるが， 口縁部は残存しておらず，正確な器形は不明である。いずれも赤色の

彩色をしたものではなく，胎土自体が赤褐色で，砂粒をほとんど含まない精良なものである。残

存状態は良くないが，内面に暗文が認められる。 SX4から出土した暗文土師器椀(59)は，椀
（8）

Aとして分類されているものである。胎土は精良で,黄褐色の胎土の上に赤色の彩色をしている。

復元口径は17.9cmで，椀としては比較的大型である。底部は欠損しているが，体部内面に2段の
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放射暗文をもつ。赤色の彩色をしていること， また，胎土や全体的なつくり方などから，在地で

製作され, SX3出土のものよりも新しい可能性がある。このタイプの土器は，飛鳥Ⅲ段階ない

しⅣ段階の可能性が高い。

ところで，遺跡の発掘調査や平城宮出土木簡などから備後北部は古墳時代後期以降，鉄・鉄器

生産が盛んであったことが知られている。しかし，本遺跡からの鉄器･鉄津出土量は微量で，鉄・

鉄器生産と関係していたとは断定できない。むしろ，水田耕作を基盤とした集落である可能性が

高いと思われる。また, SX3とSX4から出土した士器の時期差から，本遺跡では2度にわた

り暗文土師器を入手した可能性が考えられる。暗文土師器は畿内で成立し，その影響を受けて地

方に広まった土器で，畿内勢力と関係をもつようになった人々が入手した可能性が高い。本遺跡

は，畿内との関係を持った人々の集落であり，畿内の影響を受けて，本遺跡の性格が大きく変化

した可能性が考えられる。

（5）遺跡の性格について

遺跡は，川沿いに形成された細長い水田地帯の南端に位置し，水田地帯の一部が見える丘陵尾

根部にあり，北側の水田地帯を意識して造られたものと思われる。今回の調査で，竪穴住居跡と

掘立柱建物跡を中心とする遺構を検出した。ただ，東側調査区外に平坦部が続き，遺跡は更に東

へ広がっているため，遺跡の全体像は不明である。本遺跡は， 出土遺物から6世紀第4四半期か

ら7世紀中頃の遺跡と推定される。

出土遺物から掘立柱建物跡よりも竪穴住居跡の方が若干古い様相を呈している。竪穴住居跡か

ら7世紀中頃の土器が出土していない点から，竪穴住居と掘立柱建物が同時に存在した可能性は

低いと思われる。このため， 当初は南部を中心とする竪穴住居に住んでいたが， 7世紀のある段

階で，北側に掘立柱建物を建てて転居した可能性が考えられる。その際竪穴住居跡と推定でき

るSX3を壊して掘立柱建物を建てたものと思われる。

掘立柱建物跡は，建物方位がほぼ真北を示すように計画的に配置しており，特にSB5･6は

同一の平坦面を造成し，溝で区画している。 SB7は南北棟総柱建物であることから，倉庫であ

ると考えられる。計画的な建物配置から見て，本遺跡は一般的な集落ではないと考える。本遺跡
（9）

の遺構配置は，三次郡衙に比定されている下本谷遺跡（三次市西酒屋町）のような遺構配置では
（10） （11）

なく，広島県内の例では大宮遺跡（福山市神辺町）や寺之下遺跡（安芸高田市向原町）に近い。

大宮遺跡は6世紀中頃から7世紀中頃の，寺之下遺跡は7世紀後半から8世紀の豪族居館跡と推

定されている。また，掘立柱建物跡周辺から暗文土師器や多量の土師器甕・甑が出土しているが，

硯・墨書土器・木簡などの官衙的な遺物は出土していない。遺構配置の特徴や遺物の出土状況か

ら考えれば，本遺跡は現段階では有力者層の居宅とするのが妥当であろう。

なお，本遺跡の掘立柱建物跡周辺出土遺物は， この地域でのこれまでの須恵器（特に，坏H)

の編年観によれば， 7世紀前半～中頃とされるものが中心であり，明確に7世紀後半といえる遺

物は出土していない。ただ, SX4出土の暗文土師器椀が飛鳥ⅢないしⅣ段階であれば，広島県
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（12）

における7世紀代といわれている須恵器についてその年代を見直す必要があるかもしれない。掘

立柱建物が建てられた時期は， 7世紀後半まで下る可能性も残されている。

また， この遺跡が官衙関連遺跡である可能性もある。7世紀代では有力者層（豪族）居宅と官

衙関連遺跡は区別することは困難であり，機能が未分化あるいは重複している場合が多いとの考
〈13）

えもあり，今後の検討課題になっている。

広島県内でも8世紀以降，計画的な配置の掘立柱建物跡が増加する。本遺跡は県内における計

画的配置の掘立柱建物跡の例としては，早い時期の遺構といえる。いずれにせよ，この地域では，

類例を見ない様相であり，類例の増加を期待したい。
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向江田中山遺跡 集落跡
古墳時代末

～古代

竪穴住居跡4

掘立柱建物跡6

土坑7

溝11

須恵器

土師器

砥石

掘立柱建物跡を計画的に

配置。少量であるが，暗

文土師器や手づくね土器

も出土。

要約

丘陵尾根部に立地する6世紀末～7世紀の集落跡。小さい谷を挟んで，南側に竪穴住居

跡4軒， 中央から北側に掘立柱建物跡6棟が建てられている。ほとんどの掘立柱建物跡が

主軸方向を揃え，計画的に配置されている。遺跡は東側の調査区外に広がっている。遺物

は炊飯具である土師器喪・甑が多く，少量であるが暗文土師器や手づくね土器も出土して

いる。本遺跡は，一般的な集落ではなく，村の有力者が居住し，官衙的要素をもつ集落と

推定される。



財団法人広島県教育事業団発掘調査報告書第30集

中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告（9）

向江田中山遺跡

平成22 （2010）年3月31日

財団法人広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室
〒733“36広島市西区観音新町四丁目8番49号

TEL (082) 295-5751 FAX(082) 291-3951

財団法人広島県教育事業団

発行日

編集

発行

印刷所大村印刷株式会社




